
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

ANO XX  –  Nº 4801 SÃO PAULO, SÁBADO, 22 DE JULHO DE 2017 R$ 4,00

Rua da Glória, 332 - CEP 01510-000 - São Paulo - SP – Tel. (11) 3340-6060 – www.nikkeyshimbun.com.br

DIRETOR  PRESIDENTE

RAUL  M. TAKAKI

JORNALISTA  RESPONSÁVEL

TAKAO MIYAGUI



企
業
家
か
ら
は
強
い
反
発
の
声

と
答
え
た
子
供
は
２
９
％
、

補
習
は
２
０
％
だ
っ
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
来
年
度
か

ら
施
行
さ
れ
る
初
等
教
育
課

程
改
定
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
。
最
初
の
改
定
案
は
既

に
立
案
済
み
で
、
今
後
は
教

育
問
題
の
識
者
が
検
討
に
入

る
。
聖
市
当
局
は
、
今
回
の

調
査
結
果
は
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
補
助
教
材
の
立
案
に
影

響
を
及
ぼ
す
と
し
て
い
る
。

　

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
シ
ュ

ネ
イ
デ
ル
聖
市
教
育
局
長

は
、「
現
場
の
声
を
聞
き
、

ど
の
よ
う
な
子
供
を
育
て
て

い
く
べ
き
か
を
理
解
し
た
う

え
で
、
新
教
育
課
程
は
立
案

さ
れ
る
」
と
語
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
ど
ん
な

方
法
だ
と
良
く
理
解
で
き
る

か
、
ど
の
科
目
が
好
き
か
、

学
校
が
ど
う
な
れ
ば
良
い
と

思
う
か
な
ど
の
質
問
も
含
ん

で
い
る
。

　

回
答
は
、
子
供
た
ち
は
、

お
お
む
ね
学
校
が
好
き
で
、

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
２
０
日
、
今
年
の
年
末
ま
で
に
１
０
４
億
レ
ア
ル
の
増
収
を

図
る
べ
く
、
燃
料
に
対
す
る
社
会
統
合
基
金
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
）
／
社
会
保
険
融
資
納
付

金
（
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ
ｎ
ｓ
）
の
増
税
を
発
表
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
５
９
億
レ
ア
ル
の

支
出
削
減
も
発
表
し
た
が
、
共
に
早
く
も
強
い
懸
念
を
持
た
れ
て
い
る
。
２
１
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

も
不
満
の
声
が
あ
が
り
は
じ

め
て
い
る
。
そ
れ
は
昨
年
の

テ
メ
ル
政
権
発
足
の
際
、
多

く
の
企
業
家
が
、「
増
税
は

行
わ
な
い
」
と
い
う
テ
メ
ル

氏
の
約
束
を
信
じ
、
同
政
権

を
支
持
す
る
意
向
を
固
め
て

い
た
か
ら
だ
。

　

そ
の
一
例
は
、
聖
州
工
業

連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）
の
パ

ウ
ロ
・
ス
カ
ッ
フ
ィ
氏
だ
。

同
氏
は
テ
メ
ル
氏
と
長
年
の

親
友
で
、
同
じ
民
主
運
動
党

（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
の
所
属
な
が

ら
、「
増
税
の
場
合
は
反
対

運
動
も
辞
さ
な
い
」
と
し
て

き
た
。
同
氏
は
２
１
日
に
、

増
税
反
対
活
動
で
お
な
じ
み

と
な
っ
た
黄
色
い
ア
ヒ
ル
を

聖
市
パ
ウ
リ
ス
タ
大
通
り
の

同
連
盟
ビ
ル
前
に
置
き
、
抗

議
の
意
を
表
明
し
た
。

　

大
統
領
は
更
に
、
５
９
億

レ
ア
ル
の
追
加
の
支
出
削
減

も
同
時
に
発
表
し
た
。
今

年
の
は
じ
め
に
３
９
０
億
レ

ア
ル
の
支
出
削
減
が
発
表
さ

れ
て
い
る
た
め
、
合
計
で

４
４
９
億
レ
ア
ル
の
削
減
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ル
ー
ラ
、
ジ
ウ
マ
の
Ｐ
Ｔ

（
労
働
者
党
）
政
権
で
「
影

の
外
務
大
臣
」
と
称
さ
れ
て

い
た
マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ
ー
リ

オ
・
ガ
ル
シ
ア
氏
（
７
６
）

が
、
２
０
日
に
聖
市
の
自
宅

で
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
、
死

亡
し
た
。
同
氏
は
軍
政
時
代

に
フ
ラ
ン
ス
や
チ
リ
に
亡
命

　

こ
の
経
費
削
減
は
、
Ｊ
Ｂ

Ｓ
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
政
界
動

乱
で
国
の
財
政
の
先
行
き
が

見
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
関
係
者

は
、
こ
の
財
政
削
減
に
よ
り

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
何
か
が
止

ま
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。

６
月
に
は
、
支
出
削
減
の
影

響
で
連
邦
警
察
が
パ
ス
ポ
ー

ト
発
行
を
停
止
す
る
事
態
も

生
じ
て
い
た
。

　

政
府
は
経
費
削
減
開
始
前

に
連
邦
会
計
検
査
院
（
Ｔ
Ｃ

Ｕ
）
に
、
特
別
な
増
収
の
見

込
み
に
つ
い
て
説
明
す
る
必

要
も
あ
る
。
そ
の
例
は
、
司

法
当
局
か
ら
払
い
出
し
が
命

じ
ら
れ
た
が
、
連
邦
貯
蓄
銀

行
に
２
年
以
上
放
置
さ
れ
て

い
る
賠
償
金
な
ど
の
国
庫
へ

の
繰
り
入
れ
（
２
０
億
レ
ア

ガ
ソ
リ
ン
の
税
額
は
倍
以
上
に

座
学
よ
り
も
、
主
体
的
に
参

加
で
き
る
授
業
を
好
ん
で
い

る
こ
と
を
示
し
た
。

　

聖
市
教
育
局
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
ワ
ギ
ネ
ル
・
パ
ラ
ン

シ
ェ
氏
は
「
子
供
た
ち
は
責

任
を
任
さ
れ
、
意
見
を
聞
い

て
も
ら
い
、
議
論
に
加
わ
る

事
を
望
ん
で
い
る
。
そ
う
し

た
姿
勢
は
知
識
を
積
み
重
ね

る
の
に
有
益
だ
」
と
語
り
、

新
し
い
教
材
は
、
従
来
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
含
ま
れ
て

い
た
ポ
語
、
算
数
、
理
科
、

ネ
ッ
ト
を
使
い
、
様
々
な
文

化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機

会
や
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
機
会
を
持
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
そ
れ
ら
の
活
動
に

比
べ
る
と
、
読
書
や
補
習
に

興
味
を
示
す
子
供
は
多
く
な

い
。
聖
市
教
育
局
が
、
市
立

校
の
全
生
徒
の
１
割
に
当
た

る
４
万
３
６
０
０
人
に
対
し

て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
読
書
の
時
間
が
好
き

　

ラ
リ
ッ
サ
・
デ
・
オ
リ
ヴ
ェ

イ
ラ
さ
ん
（
１
４
）
は
週
に

１
回
、
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）

の
授
業
を
受
け
て
い
る
。
Ｉ

Ｔ
は
彼
女
が
一
番
楽
し
み
に

し
て
授
業
の
一
つ
で
、「
先

生
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

使
い
方
と
か
、
普
段
の
授
業

と
違
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
」
と
語
る
。

　

２
１
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙

に
よ
れ
ば
、
聖
市
立
の
初
等

教
育
校
（
小
中
学
校
）
に
在

籍
し
て
い
る
生
徒
、
１
０
人

に
つ
き
６
人
は
、
イ
ン
タ
ー

参
加
型
授
業
を
望
む
声
多
く

伯
国
が
メ
ル
コ
ス
ル
議
長
国
に

Ｉ
Ｔ
人
気
も
高
く
新
課
程
に
反
映
か

社
会
な
ど
の
内
容
と
、
こ
れ

ま
で
は
一
般
的
で
は
な
か
っ

た
内
容
の
双
方
に
関
連
し
て

い
る
と
し
た
。

　

同
氏
に
よ
れ
ば
、
４
２
％

の
子
供
が
「
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ェ
ア
が
好
き
」
と
答
え
た

事
は
、
よ
り
実
践
的
な
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
導
入
へ
の
取
り
組
み
を

後
押
し
す
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
へ
の
人
気
は

高
く
、
６
５
％
の
子
供
が
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
方
が
よ
く
分
か
る
」
と
答

え
、
５
９
％
が
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ

る
こ
と
の
出
来
る
ラ
ボ
は
大

切
」
と
答
え
た
。
聖
市
立
の

初
等
教
育
校
は
全
て
、
情
報

処
理
に
つ
い
て
学
べ
る
ラ
ボ

を
備
え
て
お
り
、
授
業
で
も

使
っ
て
い
る
。
来
年
に
向
け

て
、
聖
市
は
Ｉ
Ｔ
教
育
の
充

実
も
検
討
し
て
い
る
。

で
は
な
か
っ
た
エ
タ
ノ
ー

ル
の
配
給
業
者
に
対
し
て

も
、１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
０
・

１
９
６
４
レ
ア
ル
の
税
金
が

課
せ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
連
邦

政
府
は
、
今
年
の
年
末

ま
で
に
、
ガ
ソ
リ
ン
で

５
１
億
９
１
６
１
万
レ

ア
ル
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
で

３
９
億
６
２
４
０
万
レ
ア

ル
、
エ
タ
ノ
ー
ル
配
給
業
者

で
１
１
億
５
２
２
４
万
レ
ア

ル
、
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
業

者
で
１
億
１
４
９
０
万
レ

ア
ル
の
増
収
を
見
込
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
の
総
額
は
、

１
０
４
億
レ
ア
ル
に
な
る
。

　

企
業
家
た
ち
の
間
で
は
こ

の
値
上
げ
に
関
し
て
、
早
く

国の基礎となる教育も、時代に合わせて改定されていく
（参考画像・Elza Fiuza/ Agência Brasil）

２０日のテメル大統領（Alan Santos/PR）

そ
れ
で
も
５
９
億
レ
の
削
減
必
要

ル
）
や
、
リ
オ
の
ガ
レ
オ
ン

空
港
の
運
営
権
を
巡
る
再
入

札
で
入
る
は
ず
の
２
０
億

レ
ア
ル
な
ど
で
、
死
者
に
払

わ
れ
て
い
た
補
償
金
な
ど
の

回
収
に
関
す
る
法
令
作
成
で

も
、
８
億
レ
ア
ル
が
国
庫
に

戻
る
見
込
み
だ
と
い
う
。

後
、
１
９
７
９
年
に
帰
国
し

て
Ｐ
Ｔ
結
党
に
参
加
。
カ
ン

ピ
ー
ナ
ス
や
聖
市
で
文
化
局

長
を
つ
と
め
た
後
、
ル
ー
ラ

政
権
で
大
統
領
側
近
と
し
て

国
際
問
題
を
担
当
。
そ
の
手

腕
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
諸
国
の

首
脳
た
ち
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
も
、

ジ
ウ
マ
氏
が
昨
年
、
罷
免
に

遭
う
ま
で
の
約
１
３
年
半
に

わ
た
り
、
重
要
な
側
近
で
あ

り
続
け
た
。
２
１
日
に
聖
市

南
部
の
聖
州
議
会
で
行
わ
れ

た
葬
儀
に
は
、
ル
ー
ラ
、
ジ

ウ
マ
両
氏
も
か
け
つ
け
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

連
邦
直
轄
区
市
警
は
１
８

日
、
少
な
く
と
も
３
１
件
の

詐
欺
の
容
疑
で
ラ
リ
ッ
サ
・

ボ
ル
ジ
ェ
ス
容
疑
者（
２
９
）

を
逮
捕
し
た
。
同
容
疑
者
は

首
都
の
高
級
住
宅
街
に
住
む

評
判
の
美
人
で
、
人
当
た
り

の
よ
さ
を
利
用
し
て
人
を
だ

ま
し
、
車
や
バ
イ
ク
、
携
帯

電
話
な
ど
を
購
入
。
金
は
後

で
振
り
込
む
と
い
っ
て
支
払

わ
ず
、
第
３
者
に
転
売
し
た

金
で
必
需
品
を
購
入
。
同
様

の
方
法
で
豊
胸
手
術
も
行
っ

た
。「
妊
娠
し
た
」
と
嘘
を

つ
い
て
責
任
を
負
わ
せ
よ
う

と
し
た
男
性
は
解
雇
さ
れ
そ

う
に
な
り
、
別
の
男
性
は
暴

力
行
為
に
も
あ
っ
て
い
る
。

男
性
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意

を
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
０
日
午
後
０
時
３
０
分

頃
、
聖
市
南
部
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
・
カ
ン
ポ
・
リ
ン
ポ
で

軍
警
と
市
警
備
隊
が
窃
盗
集

団
と
銃
撃
戦
を
行
い
、
辺
り

を
騒
然
と
さ
せ
た
。
窃
盗
犯

は
５
人
組
で
、「
カ
ー
ザ
ス
・

バ
イ
ー
ア
」
で
携
帯
電
話
や

電
化
製
品
を
盗
ん
で
い
た
と

い
う
。５
人
は
逃
走
し
た
が
、

銃
撃
戦
で
流
血
し
た
痕
跡
が

あ
っ
た
と
い
い
、
軍
警
ら
は

無
傷
だ
っ
た
。

　

２
０
日
の
午
前
中
、
ブ
ラ

ジ
リ
ア
で
、
リ
オ
州
の
治
安

維
持
要
員
を
増
強
す
る
事
を

決
め
る
会
合
が
、
テ
メ
ル
大

統
領
、
ラ
ウ
ル
・
ジ
ュ
ン
グ

マ
ン
国
防
相
、
体
調
不
良
で

休
職
中
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

ペ
ゾ
ン
・
リ
オ
州
知
事
ら
の

出
席
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。

　

ペ
ゾ
ン
知
事
は
そ
の
会
合

後
の
会
見
で
、
体
調
不
良
で

休
職
し
な
が
ら
リ
オ
州
の
高

級
ス
パ
に
行
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
の
記
者
団
か
ら

の
質
問
に
対
し
、「
私
は
ス

パ
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
。

入
院
し
て
い
た
ん
だ
。
も
し

適
切
な
ケ
ア
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
ら
自
分
は
死
ん
で
い

た
か
も
し
れ
な
い
」
と
答
え

た
と
、
２
０
、２
１
日
付
伯

字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　
「
私
は
ち
ゃ
ん
と
病
院
に

入
院
し
て
い
た
。
腫
瘍
が
８

個
も
出
来
て
い
る
ん
だ
。
医

者
の
指
示
に
逆
ら
っ
て
、
昨

年
１
０
月
に
退
院
し
て
公
務

に
戻
っ
て
い
た
。
せ
め
て
今

年
２
月
か
３
月
ま
で
退
院
す

る
な
、
静
養
し
ろ
と
い
う
の

も
聞
か
ず
に
だ
。
も
う
筋
力

も
だ
い
ぶ
落
ち
た
。
こ
の
２

年
半
、
１
３
日
し
か
休
ん
で

い
な
い
。
全
て
治
療
の
た
め

だ
。
入
院
費
を
自
分
で
払
っ

た
支
払
い
の
証
明
も
あ
る
」

と
語
っ
た
。

　

同
知
事
は
ま
た
、
２
月
に

リ
オ
州
議
会
が
リ
オ
州
水
道

公
社
（
Ｃ
ｅ
ｄ
ａ
ｅ
）
民

営
化
を
決
め
た
こ
と
と
引
き

換
え
に
、
連
邦
政
府
が
州

に
３
５
億
レ
ア
ル
の
融
資
を

約
束
し
て
い
る
事
な
ど
を
あ

げ
、
そ
の
資
金
を
使
い
、
遅

れ
て
い
る
州
公
務
員
の
給
与

を
８
月
末
ま
で
に
支
払
い
た

い
と
の
意
向
を
示
し
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
と
そ
の
一

行
が
２
０
日
午
後
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
の
メ
ン
ド
ー
サ
で

２
１
日
に
開
か
れ
る
南
米
南

部
共
同
市
場（
メ
ル
コ
ス
ル
）

首
脳
会
議
に
出
席
す
る
た
め

伯
国
を
旅
立
っ
た
。

　

２
０
、２
１
日
付
伯
字
紙

や
同
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
大

統
領
は
亜
国
到
着
後
、
伯
国

民
は
増
税
の
必
要
性
を
理
解

し
て
く
れ
る
は
ず
と
の
見
解

を
表
明
す
る
と
共
に
、
上
半

期
の
議
長
国
だ
っ
た
亜
国
が

進
め
て
く
れ
た
働
き
を
継
続

さ
せ
る
と
語
っ
た
。

　

会
議
の
開
会
式
は
２
０
日

に
開
か
れ
、
伯
国
か
ら
は
テ

メ
ル
大
統
領
、
エ
ン
リ
ケ
・

メ
イ
レ
レ
ス
財
相
、
ア
ロ
イ

ジ
オ
・
ヌ
ネ
ス
外
相
、
マ
ル

コ
ス
・
ペ
レ
イ
ラ
商
工
開
発

相
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
イ
ン
バ

サ
イ
大
統
領
府
総
務
室
長
ら

が
出
席
し
た
。

　

２
１
日
の
会
議
で
は
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
で
の
制
憲
議
会
設

置
や
抗
議
行
動
弾
圧
、
南
米

の
政
治
、
経
済
、
人
権
問
題

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
る
。
長

年
の
懸
案
で
あ
る
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
と
の
貿
易
自
由
化

交
渉
も
議
題
の
一
つ
だ
。
同

会
議
で
は
伯
国
が
次
の
議
長

国
を
務
め
る
事
も
確
認
さ
れ

た
。
会
議
後
は
昼
食
会
や
２

国
間
協
議
な
ど
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。
伯
国
は
、
関
税
問

題
で
亜
国
と
の
合
意
書
を
発

表
す
る
見
込
み
だ
。

　

昨
年
１
２
月
に
人
権
擁
護

な
ど
の
諸
項
目
不
履
行
を
理

由
に
参
加
資
格
を
抹
消
さ
れ

た
ベ
国
に
つ
い
て
は
、
３
０

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
制
憲

議
会
の
選
挙
中
止
を
要
請
す

る
意
向
だ
。

　

制
憲
議
会
開
設
に
は
ベ
国

内
外
か
ら
も
強
い
批
判
や
反

発
が
出
て
お
り
、
１
８
日
に

は
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
選

挙
を
中
止
し
な
け
れ
ば
経
済

制
裁
も
辞
さ
な
い
と
宣
言
。

２
０
日
に
行
わ
れ
た
ベ
国
内

の
ゼ
ネ
ス
ト
で
は
、
政
府
の

圧
力
で
参
加
で
き
な
か
っ
た

企
業
や
労
働
者
も
相
当
数
出

た
。
ま
た
、
警
察
と
の
衝
突

で
、
死
者
２
人
（
一
部
報
道

で
は
３
人
）
が
出
、
４
月

１
日
以
降
の
抗
議
行
動
に

よ
る
死
者
が
９
９
人
に
達

し
た
。
負
傷
者
も
９
人
出
、

と
発
言
。
ま
た
、
ベ
国
国
連

代
表
部
の
メ
サ
イ
ア
ス
・
メ

デ
ィ
ナ
氏
は
、
人
権
を
侵
害

す
る
政
府
の
た
め
に
は
働
け

な
い
と
し
て
２
０
日
に
辞
任

し
、
人
権
擁
護
の
た
め
に
戦

う
意
向
を
表
明
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
ブ
ラ
ジ
ル

銀
行
傘
下
の
年
金
・
保
険
会

社
ブ
ラ
ジ
ル
・
プ
レ
ヴ
ィ
が

２
０
日
、
セ
ル
ジ
オ
・
モ

ロ
・
パ
ラ
ナ
州
連
邦
地
裁
判

事
の
命
令
で
、
ル
ー
ラ
元
大

統
領
の
年
金
積
立
金
、
約

９
０
０
万
レ
ア
ル
を
差
し
押

え
た
。
２
１
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

前
日
の
銀
行
口
座
同
様
、

連
邦
検
察
庁
の
請
求
に
基
づ

い
た
差
し
押
え
は
、
聖
州
グ

ア
ル
ジ
ャ
ー
の
高
級
三
層
住

宅
を
利
用
し
た
収
賄
や
資
金

洗
浄
で
国
が
受
け
た
損
害
を

考
慮
し
、
１
８
日
に
指
示
さ

れ
て
い
た
。

　

１
９
日
は
四
つ
の
銀
行
口

座
で
計
約
６
０
万
６
千
レ
ア

ル
が
差
し
押
え
ら
れ
た
が
、

今
回
は
そ
の
１
０
倍
以
上
の

額
が
対
象
に
な
っ
た
。

　

こ
の
命
令
で
ブ
ラ
ジ
ル
・

燃料増税と支出削減発表
　

燃
料
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り

の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ
ｎ
ｓ

は
、
ガ
ソ
リ
ン
が
現
行
の

０
・
３
８
１
６
レ
ア
ル
か
ら

０
・
７
９
２
５
レ
ア
ル
と
倍

以
上
に
な
る
の
を
は
じ
め
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
が
０
・
２
４
８

レ
ア
ル
か
ら
０
・
４
６
１
５

レ
ア
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

エ
タ
ノ
ー
ル
の
製
造
者
に
対

す
る
課
税
も
、
０
・
１
２
レ

ア
ル
か
ら
０
・
１
３
０
９
レ

ア
ル
に
値
上
が
り
す
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
は
課
税
対
象

モ
ロ
か
ら
ま
た
も
差
押
え
命
令

今
度
は
年
金
積
立
約
９
０
０
万
レ

ペ
ゾ
ン
知
事
高
級
ス
パ
行
き
を
否
定

「
治
療
し
な
け
れ
ば
死
ん
で
い
た
」と
弁
明

議
題
は
ベ
国
問
題
や
貿
易
自
由
化

テメル
聖市教 育 局

公
立
校
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

（２）２０１７年 第４８０１号 ７月 ２２日 （土曜日）

リ オ 州

ル ー ラ

発言中のテメル大統領を映し出す首脳会議場の大型スクリーン
（Alan Santos/PR）

プ
レ
ヴ
ィ
は
、
ル
ー
ラ
氏
の

講
演
企
業
で
あ
る
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｓ

名
義
の
７
１
０
万
９
千
レ
ア

ル
と
、
ル
ー
ラ
氏
の
個
人
名

義
の
１
８
０
万
レ
ア
ル
の
、

総
計
約
９
０
０
万
レ
ア
ル
の

差
し
押
え
を
行
っ
た
。

　

ル
ー
ラ
氏
の
弁
護
側
は
、

第
２
審
を
行
う
第
４
連
邦
地

域
裁
（
Ｔ
Ｒ
４
）
に
不
服
を

申
し
立
て
、
こ
の
差
し
押
え

を
違
法
な
も
の
と
し
て
訴
え

る
構
え
だ
。

２
６
１
人（
一

部
報
道
で
は

３
６
０
人
以

上
）
が
逮
捕

さ
れ
た
。

　

ベ
国
問
題

に
関
し
て

は
、
米
州
機

構
事
務
局
長

も
１
９
日
に
、

「
マ
ド
ゥ
ー

ロ
大
統
領
や

閣
僚
は
、
同

政
権
下
で
多

数
の
死
者
が

出
て
い
る
事

の
責
任
を
問

わ
れ
る
べ
き
」



　

安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うが

５
月が

つ

２
７
日に

ち

、
地ち

中ち
ゅ
う

海か
い

の
島し

ま

国ぐ
に

マ
ル
タ
に
て
、

第だ
い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うの

日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

戦せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

の
墓ぼ

地ち

に
献け

ん

花か

し
黙も

く

祷と
う

を

捧さ
さ

げ
た
。
大た

い

正し
ょ
う６

（
１
９
１
７
）
年ね

ん

、
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

に
基も

と

づ
く

イ
ギ
リ
ス
の
支し

援え
ん

要よ
う

請せ
い

に
応こ

た

え
て
派は

遣け
ん

さ
れ
た
駆く

逐ち
く

艦か
ん

隊た
い

が

地ち

中ち
ゅ
う

海か
い

で
暴あ

ば

れ
回ま

わ
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
軍ぐ

ん

の
潜せ

ん

水す
い

艇て
い

か
ら
イ
ギ
リ

ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
輸ゆ

送そ
う

船せ
ん

を
護ま

も

っ
た
戦た

た
かい

で
戦せ

ん

死し

し
た
英え

い

霊れ
い

の

墓は
か

で
あ
る
。

　

大た
い

戦せ
ん

後ご

の
日に

本ほ
ん

は
世せ

界か
い

平へ
い

和わ

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
た
め
に
設せ

つ

立り
つ

さ

れ
た
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

に
常

じ
ょ
う

任に
ん

理り

事じ

国こ
く

と
し
て
参さ

ん

加か

。
特と

く

に
そ
の
連れ

ん

盟め
い

規き

約や
く

に
人じ

ん

種し
ゅ

平び
ょ
う

等ど
う

を
謳う

た

お
う
と
奮ふ

ん

闘と
う

し
て
、
世せ

界か
い

の
有ゆ

う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
衆

し
ゅ
う

望ぼ
う

を
担に

な

っ
た
。
さ
ら
に
日に

本ほ
ん

は
ワ
シ
ン
ト
ン
軍ぐ

ん

縮し
ゅ
く

会か
い

議ぎ

（
１
９
２
１
年ね

ん

～
）
に
主し

ゅ

要よ
う

国こ
く

と
し
て
参さ

ん

加か

し
、
世せ

界か
い

平へ
い

和わ

を
牽け

ん

引い
ん

し
た
。

　

安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うは

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
「
万ば

ん

感か
ん

の
思お

も

い
を
込こ

め
、

御み

霊た
ま

の
平へ

い

安あ
ん

を
お
祈い

の

り
し
ま
し
た
。
日に

本ほ
ん

は
、
世せ

界か
い

か
ら
信し

ん

頼ら
い

さ
れ
て
い
ま
す
と
、
申も

う

し
上あ

げ
ま
し
た
。
日に

本ほ
ん

は
こ
れ
か
ら

も
、国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

調ち
ょ
うに

基も
と

づ
く
、積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

平へ
い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

を
貫つ

ら
ぬ

き
ま
す
。

墓ぼ

前ぜ
ん

で
、
誓ち

か

い
ま
し
た
」
と
発は

っ

信し
ん

し
て
い
る
［
１
］。

　

ま
さ
に
こ
の
「
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

調ち
ょ
うに

基も
と

づ
く
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

平へ
い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

」

の
モ
デ
ル
が
大た

い

正し
ょ
う

日に

本ほ
ん

で
あ
り
、
そ
の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うを

体た
い

現げ
ん

さ
れ
た

の
が
大た

い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
王お

う

室し
つ

帝て
い

室し
つ

が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
消き

え

去さ

っ
て
行い

く
中な

か

で
、
大た

い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

は
国こ

く

内な
い

に
あ
っ
て
は
「
皇こ

う

室し
つ

と

人じ
ん

民み
ん

の
接せ

っ

近き
ん

」（
当と

う

時じ

の
新し

ん

聞ぶ
ん

報ほ
う

道ど
う

）
を
図は

か

ら
れ
、
君く

ん

民み
ん

一い
っ

体た
い

の
麗う

る
わ

し
い
国く

に

柄が
ら

を
強

き
ょ
う

化か

さ
れ
た
。
さ
ら
に
皇こ

う

后ご
う

と
４
方か

た

の
皇お

う

子じ

た
ち
と
の
和な

ご

や
か
な
家か

庭て
い

生せ
い

活か
つ

は
、
国こ

く

民み
ん

に
近き

ん

代だ
い

的て
き

家か

庭て
い

の
範は

ん

を
示し

め

さ
れ
た
。

　

大た
い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

の
示し

め

さ
れ
た
外そ

と
へ
の
「
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

調ち
ょ
うに

基も
と

づ
く
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

平へ
い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

」
と
内う

ち

で
の
君く

ん

民み
ん

と
家か

族ぞ
く

の
和わ

は
、
２
１
世せ

い

紀き

の
日に

本ほ
ん

の
進す

す

む
べ
き
姿す

が
たを

指さ

し
示し

め

し
て
い
る
。

大た
い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

と

「
平へ

い

和わ

大た
い

国こ
く

日に
っ

本ぽ
ん

」の
ビ
ジ
ョ
ン

２０１７年
ねん

６月
がつ

４日
か

版
ばん

　

大た
い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

、
す
な
わ
ち
嘉よ

し

仁ひ
と

皇こ
う

太た
い

子し

は
ご
幼よ

う

少し
ょ
うの

頃こ
ろ

か
ら

病び
ょ
う

弱じ
ゃ
くで

、
学が

く

習し
ゅ
う

院い
ん

は
中

ち
ゅ
う

等と
う

１
年ね

ん

を
修

し
ゅ
う

了り
ょ
うし

た
時じ

点て
ん

で
中

ち
ゅ
う

退た
い

。

そ
の
後ご

は
赤あ

か

坂さ
か

離り

宮き
ゅ
う

内な
い

で
国こ

く

学が
く

、
漢か

ん

学が
く

、
フ
ラ
ン
ス
語ご

の
個こ

人じ
ん

教き
ょ
う

授じ
ゅ

を
受う

け
ら
れ
た
が
、
一い

ち

時じ

は
重

じ
ゅ
う

体た
い

に
陥

お
ち
い

っ
た
ほ
ど
の
た

び
た
び
の
病

び
ょ
う

気き

で
中

ち
ゅ
う

断だ
ん

を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
、
成せ

い

績せ
き

も
思お

も

わ
し

く
な
か
っ
た
。

　

心し
ん

配ぱ
い

さ
れ
た
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

は
、
１
７
歳さ

い

年と
し

上う
え

の
有あ

り

栖す

川が
わ

宮の
み
や

威た
け

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

を
東と

う

宮ぐ
う

輔ほ

導ど
う

（
皇こ

う

太た
い

子し

の
教

き
ょ
う

育い
く

係が
か
り）

と
し
て
配は

い

さ
れ

た
。
明め

い

治じ

３
３
（
１
９
０
０
）
年ね

ん

、
皇こ

う

太た
い

子し

は
九く

条じ
ょ
う

節さ
だ

子こ

妃ひ

（
後の

ち

の
貞て

い

明め
い

皇こ
う

后ご
う

）
と
結け

っ

婚こ
ん

さ
れ
、
そ
の
報ほ

う

告こ
く

の
た
め
伊い

勢せ

の
神じ

ん

宮ぐ
う

な
ど
を
参さ

ん

拝ぱ
い

さ
れ
た
後あ

と

に
、
三み

重え

、
奈な

良ら

、
京

き
ょ
う

都と

を
回ま

わ

ら
れ
た
。

　

皇こ
う

太た
い

子し

は
京

き
ょ
う

都と

帝て
い

国こ
く

大だ
い

学が
く

付ふ

属ぞ
く

病び
ょ
う

院い
ん

で
は
１
４
歳さ

い

の
脊せ

き

髄ず
い

病び
ょ
う

患か
ん

者じ
ゃ

と
２
２
歳さ

い

の
火や

傷け
ど

患か
ん

者じ
ゃ

に
病

び
ょ
う

状じ
ょ
うに

つ
い
て
質し

つ

問も
ん

さ
れ

た
。
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

の
場ば

合あ
い

は
全ぜ

ん

国こ
く

行ぎ
ょ
う

幸こ
う

を
さ
れ
て
も
一い

っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

に
直

ち
ょ
く

接せ
つ

話は
な

し
か
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
皇こ

う

太た
い

子し

は
た

ま
た
ま
二ふ

た

人り

の
患か

ん

者じ
ゃ

の
姿す

が
たを

見み

る
に
忍し

の

び
ず
に
、
声こ

え

を
か
け
た

の
で
あ
る
。
思お

も

わ
ぬ
出で

来き

事ご
と

に
「
二ふ

た

人り

の
絶た

え
ず
感か

ん

涙る
い

に
咽む

せ

び
た
」
と
報ほ

う

ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　

同ど
う

行こ
う

し
た
有あ

り

栖す

川が
わ

宮み
や

は
、
皇こ

う

太た
い

子し

が
巡

じ
ゅ
ん

啓け
い

を
元げ

ん

気き

で
こ
な

さ
れ
た
こ
と
を
見み

て
、
東と

う

京き
ょ
うに

帰か
え

る
と
す
ぐ
に
さ
ら
な
る
長

ち
ょ
う

期き

巡じ
ゅ
ん

啓け
い

の
プ
ラ
ン
を
練ね

っ
た
。
節さ

だ

子こ

妃ひ

と
の
結け

っ

婚こ
ん

で
皇こ

う

太た
い

子し

の

健け
ん

康こ
う

が
回か

い

復ふ
く

し
つ
つ
あ
り
、
巡

じ
ゅ
ん

啓け
い

で
一い

っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

の
広ひ

ろ

い
世せ

界か
い

を

見け
ん

聞ぶ
ん

す
る
こ
と
が
、
皇こ

う

太た
い

子し

の
心し

ん

身し
ん

の
成せ

い

長ち
ょ
うに

良よ

い
と
考か

ん
が

え
た

の
で
あ
る
。

３
．
巡じ

ゅ
ん

啓け
い

が
育そ

だ

て
た

        

皇こ
う

室し
つ

へ
の
親し

ん

近き
ん

感か
ん

　

そ
の
思お

も

惑わ
く

通ど
お

り
、
皇こ

う

太た
い

子し

は
長

ち
ょ
う

期き

の
地ち

方ほ
う

巡じ
ゅ
ん

啓け
い

に
活い

き
活い

き
と
取と

り
組く

ま
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

と
は
大お

お

き
く
異こ

と

な
っ
て
い
た
。
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

の
場ば

合あ
い

は
、
事じ

前ぜ
ん

に

準じ
ゅ
ん

備び

さ
れ
た
コ
ー
ス
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
厳げ

ん

格か
く

に
守ま

も

ら
れ
た
が
、

皇こ
う

太た
い

子し

は
随ず

い

所し
ょ

で
予よ

定て
い

コ
ー
ス
を
変か

え
た
り
、
計け

い

画か
く

外が
い

の
場ば

所し
ょ

を
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た
。
そ
の
方ほ

う

が
一い

っ

般ぱ
ん

庶し
ょ

民み
ん

の
生せ

い

活か
つ

の
実じ

つ

情じ
ょ
うを

見け
ん

聞ぶ
ん

し
た
り
、
直

ち
ょ
く

接せ
つ

言こ
と

葉ば

を
交か

わ
せ
る
と
考か

ん
が

え
た
か
ら
だ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
明め

い

治じ

３
５
（
１
９
０
２
）
年ね

ん

の
東と

う

北ほ
く

６
県け

ん

と
栃と

ち

木ぎ

県け
ん

を
回ま

わ

る
巡

じ
ゅ
ん

啓け
い

で
は
、
５
月が

つ

２
６
日に

ち

に
新に

い

潟が
た

物ぶ
っ

産さ
ん

陳ち
ん

列れ
つ

館か
ん

で
、
岩い

わ

の
原は

ら

葡ぶ

萄ど
う

園え
ん

製せ
い

造ぞ
う

の
ブ
ド
ウ
酒し

ゅ

を
見み

て
、「
ウ
ム
、
そ

う
か
之こ

れ

が
有ゆ

う

名め
い

な
ア
ノ
葡ぶ

萄ど
う

酒し
ゅ

か
」
と
感か

ん

嘆た
ん

さ
れ
、
そ
の
晩ば

ん

に
葡ぶ

萄ど
う

園え
ん

経け
い

営え
い

者し
ゃ

・
川か

わ

上か
み

善ぜ
ん

兵べ

衛い

の
も
と
に
ご
訪ほ

う

問も
ん

の
意い

思し

を
伝つ

た

え
さ
せ
た
。

　

皇こ
う

太た
い

子し

は
２
９
日に

ち

に
葡ぶ

萄ど
う

園え
ん

を
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
る
と
、「
如い

何か

に

し
て
醸

じ
ょ
う

造ぞ
う

す
る
や
」「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
己お

の

れ
一い

っ

箇こ

の
資し

力り
ょ
くに

し
て
是こ

れ

だ
け
の
事じ

業ぎ
ょ
うを

成な

せ
し
は
感か

ん

心し
ん

の
至い

た

り
な
り
」
等と

う

々と
う

と
発は

つ

言げ
ん

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
御ご

言げ
ん

動ど
う

が
そ
の
ま
ま
新し

ん

聞ぶ
ん

に
報ほ

う

道ど
う

さ

れ
、
人ひ

と

々び
と

は
何な

に

を
言い

い
出だ

す
の
か
分わ

か
ら
な
い
皇こ

う

太た
い

子し

に
初は

じ

め

て
接せ

っ

し
て
戸と

惑ま
ど

い
な
が
ら
も
、
皇こ

う

室し
つ

に
対た

い

す
る
親し

ん

近き
ん

感か
ん

を
抱い

だ

い

て
い
っ
た
。

　

明め
い

治じ

天て
ん

皇の
う

の
行

ぎ
ょ
う

幸こ
う

は
陸り

く

軍ぐ
ん

大だ
い

演え
ん

習し
ゅ
うの

視し

察さ
つ

の
他ほ

か

は
農の

う

村そ
ん

の

状じ
ょ
う

況き
ょ
うや

地ち

方ほ
う

の
特と

く

産さ
ん

物ぶ
つ

の
天て

ん

覧ら
ん

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

だ
っ
た
が
、
嘉よ

し

仁ひ
と

皇こ
う

太た
い

子し

は
学が

っ

校こ
う

、
物ぶ

っ

産さ
ん

陳ち
ん

列れ
つ

所じ
ょ

、
製せ

い

紙し

工こ
う

場じ
ょ
う、

製せ
い

鉄て
つ

工こ
う

場じ
ょ
うな

ど

へ
の
巡

じ
ゅ
ん

啓け
い

も
多お

お

か
っ
た
。
こ
れ
は
「
教

き
ょ
う

育い
く

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

御ご

奨し
ょ
う

励れ
い

の
御ご

趣し
ゅ

旨し

」
か
ら
、
と
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
た
。

　

明め
い

治じ

天て
ん

皇の
う

は
主お

も

に
船ふ

ね

、
馬ば

車し
ゃ

、
あ
る
い
は
駕か

籠ご

で
移い

動ど
う

し

た
が
、
嘉よ

し

仁ひ
と

皇こ
う

太た
い

子し

は
１
９
世せ

い

紀き

末ま
つ

最さ
い

先せ
ん

端た
ん

の
交こ

う

通つ
う

機き

関か
ん

で

あ
る
汽き

車し
ゃ

を
使つ

か

わ
れ
た
。
人ひ

と

々び
と

の
歓か

ん

送そ
う

迎げ
い

で
も
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

の

場ば

合あ
い

の
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

が
、
嘉よ

し

仁ひ
と

皇こ
う

太た
い

子し

の
場ば

合あ
い

は
電で

ん

灯と
う

と
な
っ
た
。

　

お
り
し
も
電で

ん

灯と
う

、
電で

ん

話わ

、
鉄て

つ

道ど
う

、
舗ほ

装そ
う

道ど
う

路ろ

が
全ぜ

ん

国こ
く

に
普ふ

及き
ゅ
うし

つ
つ
あ
る
時じ

期き

で
あ
り
、
地ち

方ほ
う

で
は
行

ぎ
ょ
う

啓け
い

を
こ
う
し
た
近き

ん

代だ
い

化か

の
絶ぜ

っ

好こ
う

の
機き

会か
い

と
捉と

ら

え
た
。
明め

い

治じ

４
０
（
１
９
０
７
）

年ね
ん

５
月が

つ

か
ら
６
月が

つ

に
か
け
て
の
山さ

ん

陰い
ん

地ち

方ほ
う

巡じ
ゅ
ん

啓け
い

は
、
鳥と

っ

取と
り

、

１
．「
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

調
 
ち
ょ
うに
基も

と

づ
く

          

積せ
っ

極き
ょ
く

的て
き

平へ
い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

」

島し
ま

根ね

両り
ょ
う

県け
ん

が
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

の
全ぜ

ん

国こ
く

巡じ
ゅ
ん

幸こ
う

に
も
含ふ

く

ま
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
両

り
ょ
う

県け
ん

知ち

事じ

の
請せ

い

願が
ん

に
基も

と

づ
い
て
行お

こ
なわ

れ
た
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
整せ

い

備び

の
遅お

く

れ
て
い
た
両

り
ょ
う

県け
ん

は
、
巡

じ
ゅ
ん

啓け
い

を
絶ぜ

っ

好こ
う

の
機き

会か
い

と
し
て
整せ

い

備び

に
取と

り
組く

ん
だ
。
鉄て

つ

道ど
う

で
は
山さ

ん

陰い
ん

西さ
い

線せ
ん

（
現げ

ん

・
Ｊ
Ｒ
山さ

ん

陰い
ん

本ほ
ん

線せ
ん

）
の
倉く

ら

吉よ
し

―
鳥と

っ

取と
り

間か
ん

が
巡

じ
ゅ
ん

啓け
い

の
前ぜ

ん

月げ
つ

に
開か

い

通つ
う

。
島し

ま

根ね

県け
ん

内な
い

の
鉄て

つ

道ど
う

開か
い

業ぎ
ょ
うは

間ま

に
合あ

わ
な
か
っ
た
が
、

出い
ず

雲も

地ち

方ほ
う

で
の
道ど

う

路ろ

の
舗ほ

装そ
う

が
急き

ゅ
う

ピ
ッ
チ
で
進す

す

め
ら
れ
た
。
電で

ん

気き

は
鳥と

っ

取と
り

市し

内な
い

で
、
皇こ

う

太た
い

子し

訪ほ
う

問も
ん

の
日ひ

に
あ
わ
せ
て
い
っ
せ
い

に
点て

ん

灯と
う

さ
れ
る
よ
う
準

じ
ゅ
ん

備び

さ
れ
た
ほ
か
、
電で

ん

話わ

も
主し

ゅ

要よ
う

都と

市し

で
新あ

ら

た
に
架か

設せ
つ

さ
れ
た
。

　

行
ぎ
ょ
う

啓け
い

直ち
ょ
く

前ぜ
ん

に
下し

た

見み

を
し
た
内な

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

・
原は

ら

敬た
か
しは

「
今こ

ん

回か
い

の

行ぎ
ょ
う

啓け
い

に
付つ

き
て
は
真し

ん

に
千せ

ん

載ざ
い

の
一い

ち

遇ぐ
う

と
し
て
人じ

ん

民み
ん

の
喜よ

ろ
こ

ぶ
譬た

と

ふ
る
に
物も

の

な
し
」
と
の
驚お

ど
ろ

き
を
日に

っ

記き

に
記し

る

し
て
い
る
。［
２
，

１
４
２
８
］

　

１
９
世せ

い

紀き

末ま
つ

か
ら
２
０
世せ

い

紀き

初し
ょ

頭と
う

は
日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

体た
い

で
イ

ン
フ
ラ
の
整せ

い

備び

が
大だ

い

車し
ゃ

輪り
ん

で
進す

す

め
ら
れ
た
時じ

期き

で
あ
っ
た
。

１
９
０
０
年ね

ん

ま
で
の
十

じ
ゅ
う

数す
う

年ね
ん

間か
ん

で
鉄て

つ

道ど
う

の
営え

い

業ぎ
ょ
うキ

ロ
メ
ー
ト

ル
数す

う

は
１
０
倍ば

い

以い

上じ
ょ
う

増ふ

え
て
６
千せ

ん

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達た

っ

し
た
。

１
８
９
０
年ね

ん

に
東と

う

京き
ょ
う―

横よ
こ

浜は
ま

間か
ん

で
始は

じ

ま
っ
た
電で

ん

話わ

サ
ー
ビ
ス

は
、
１
９
０
７
年ね

ん

ま
で
に
主し

ゅ

要よ
う

都と

市し

間か
ん

で
の
長

ち
ょ
う

距き
ょ

離り

電で
ん

話わ

が

開か
い

通つ
う

し
た
。

　

１
９
０
５
年ね

ん

に
新し

ん

聞ぶ
ん

の
流

り
ゅ
う

通つ
う

は
１
６
０
万ま

ん

部ぶ

を
超こ

え
、

１
９
０
７
年ね

ん

に
は
義ぎ

務む

教き
ょ
う

育い
く

の
就

し
ゅ
う

学が
く

率り
つ

が
１
０
０
％
に
近ち

か

づ

い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
歴れ

き

史し

学が
く

者し
ゃ

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
Ｒ
・
デ
ィ
キ

ン
ソ
ン
は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
総そ

う

括か
つ

し
て
い
る
。

　
実じ

っ

際さ
い

、
嘉よ

し

仁ひ
と

は
１
９
０
０
年ね

ん

か
ら
天て

ん

皇の
う

に
な
る
１
９
１
２

年ね
ん

ま
で
の
間あ

い
だ、
行

ぎ
ょ
う

啓け
い

や
近き

ん

代だ
い

国こ
っ

家か

形け
い

成せ
い

の
中な

か

で
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
て
き

た
鉄て

つ

道ど
う

、
新し

ん

聞ぶ
ん

、
義ぎ

務む

教き
ょ
う

育い
く

な
ど
の
整せ

い

備び

を
通つ

う

じ
て
２
０

世せ
い

紀き

日に

本ほ
ん

の
最さ

い

大だ
い

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
っ
た
。［
３
，　
ｐ

６
３
］

　

嘉よ
し

仁ひ
と

皇こ
う

太た
い

子し

は
家か

庭て
い

生せ
い

活か
つ

で
も
２
０
世せ

い

紀き

日に

本ほ
ん

の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
た
。
皇こ

う

太た
い

子し

と
節さ

だ

子こ

妃ひ

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
君く

ん

主し
ゅ

制せ
い

に

な
ら
っ
て
、
結け

っ

婚こ
ん

式し
き

当と
う

時じ

か
ら
「
同ど

う

格か
く

の
夫ふ

う

婦ふ

」
と
し
て
振ふ

る

舞ま

っ
た
。
皇こ

う

族ぞ
く

、
高こ

う

官か
ん

、
各か

っ

国こ
く

公こ
う

使し

の
祝

し
ゅ
く

賀が

も
二ふ

人た
り

並な
ら

ん
で

受う

け
ら
れ
た
。

　

ま
た
結け

っ

婚こ
ん

式し
き

後ご

の
三み

重え

、
京

き
ょ
う

都と

、
奈な

良ら

へ
の
９
日か

間か
ん

の
行

ぎ
ょ
う

啓け
い

は
伊い

勢せ

神じ
ん

宮ぐ
う

へ
の
報ほ

う

告こ
く

が
主し

ゅ

目も
く

的て
き

だ
っ
た
が
、
節さ

だ

子こ

妃ひ

も
同ど

う

行こ
う

し
た
た
め
、実じ

っ

質し
つ

的て
き

に
皇こ

う

室し
つ

初は
じ

め
て
の「
新し

ん

婚こ
ん

旅り
ょ

行こ
う

」
と
な
っ

た
。

　

お
二ふ

た

人り

は
子こ

供ど
も

に
も
恵め

ぐ

ま
れ
た
。
４
人に

ん

も
の
皇お

う

子じ

が
生う

ま

れ
、
健す

こ

や
か
に
成せ

い

長ち
ょ
うし

て
い
っ
た
。
皇こ

う

太た
い

子し

は
子こ

煩ぼ
ん

悩の
う

で
、
皇お

う

子じ

た
ち
と
鬼お

に

ご
っ
こ
し
た
り
、
食

し
ょ
く

事じ

後ご

に
母は

は

節さ
だ

子こ

妃ひ

の
ピ
ア
ノ

伴ば
ん

奏そ
う

で
一い

っ

緒し
ょ

に
合が

っ

唱し
ょ
うし

た
り
し
た
。
巡

じ
ゅ
ん

啓け
い

の
際さ

い

に
は
、
皇お

う

子じ

た

ち
へ
の
お
土み

産や
げ

を
購こ

う

入に
ゅ
うさ

れ
る
姿す

が
た

も
新し

ん

聞ぶ
ん

に
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
光こ

う

景け
い

を
見み

た
侍じ

医い

エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル

ツ
は
「
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

の
上う

え

で
皇こ

う

太た
い

子し

と
し
て
は
未み

曾ぞ

有う

の
こ
と

だ
が
、
西せ

い

洋よ
う

の
意い

味み

で
い
う
本ほ

ん

当と
う

の
幸こ

う

福ふ
く

な
家か

庭て
い

生せ
い

活か
つ

、
す

な
わ
ち
親お

や

子こ

一い
っ

緒し
ょ

の
家か

庭て
い

生せ
い

活か
つ

を
営い

と
な

ん
で
お
ら
れ
る
」
と
観か

ん

察さ
つ

し
て
い
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
一い

っ

般ぱ
ん

人じ
ん

の
暮く

ら
し
て
い
る

        

よ
り
広ひ

ろ

い
世せ

界か
い

を
見け

ん

聞ぶ
ん

す
る

　

皇こ
う

太た
い

子し

が
皇お

う

子じ

た
ち
と
遊あ

そ

ぶ
家か

庭て
い

生せ
い

活か
つ

の
光こ

う

景け
い

は
錦

に
し
き

絵え

や

写し
ゃ

真し
ん

で
広ひ

ろ

く
国こ

く

民み
ん

の
間あ

い
だに

も
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
た
。
一い

っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

の
家か

庭て
い

で
は
１
８
９
０
年ね

ん

代だ
い

で
は
親お

や

子こ

別べ
つ

々べ
つ

に
食

し
ょ
く

事じ

を
と
っ
て
い
た
の

が
、
１
９
１
０
年ね

ん

頃ご
ろ

の
明め

い

治じ

末ま
っ

期き

に
は
家か

族ぞ
く

団だ
ん

欒ら
ん

の
食

し
ょ
く

事じ

風ふ
う

景け
い

が
普ふ

通つ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。
嘉よ

し

仁ひ
と

皇こ
う

太た
い

子し

は
家か

庭て
い

生せ
い

活か
つ

の
面め

ん

で
も
近き

ん

代だ
い

化か

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うと

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

明め
い

治じ

４
５
（
１
９
１
２
）
年ね

ん

７
月が

つ

３
０
日に

ち

の
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

崩ほ
う

御ぎ
ょ

に
伴と

も
ない

、
嘉よ

し

仁ひ
と

皇こ
う

太た
い

子し

は
践せ

ん

祚そ

し
、
大た

い

正し
ょ
うと

改か
い

元げ
ん

さ
れ
た
。　

大た
い

正し
ょ
う４

（
１
９
９
５
）
年ね

ん

１
１
月が

つ

１
０
日か

に
は
即そ

く

位い

の
大た

い

礼れ
い

が
執と

り
行お

こ
な

わ
れ
た
。
幕ば

く

末ま
つ

の
混こ

ん

乱ら
ん

期き

に
行お

こ
な

わ
れ
た
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

の
大た

い

礼れ
い

に
比く

ら

べ
、
大た

い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

の
場ば

合あ
い

は
は
る
か
に
規き

模ぼ

も
大お

お

き
く
、
広ひ

ろ

く
一い

っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

も
参さ

ん

加か

す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

京
き
ょ
う

都と

御ご

所し
ょ

で
行お

こ
な

わ
れ
た
儀ぎ

式し
き

で
は
、
皇こ

う

族ぞ
く

、
政せ

い

府ふ

高こ
う

官か
ん

、

両り
ょ
う

院い
ん

議ぎ

員い
ん

、
外が

い

国こ
く

公こ
う

使し

な
ど
２
千せ

ん

人に
ん

余あ
ま

り
が
参さ

ん

列れ
つ

し
て
い
る
。

時と
き

の
首し

ゅ

相し
ょ
う、

大お
お

隈く
ま

重し
げ

信の
ぶ

が
国こ

く

民み
ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
うと

し
て
中

ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

役や
く

割わ
り

を
果は

た
し
た
。

　

立り
っ

憲け
ん

政せ
い

治じ

の
推す

い

進し
ん

者し
ゃ

で
あ
る
大お

お

隈く
ま

に
皇こ

う

太た
い

子し

は
好こ

う

感か
ん

を
抱い

だ

き
、
よ
く
そ
の
意い

見け
ん

に
耳み

み

を
傾か

た
む

け
て
い
た
。
一い

っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

に
は
、

進す
す

ん
で
民み

ん

衆し
ゅ
うの

中な
か

に
入は

い

っ
て
い
く
大た

い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

と
民み

ん

権け
ん

を
尊そ

ん

重
ち
ょ
う

す
る
大お

お

隈く
ま

の
コ
ン
ビ
が
、
新あ

た
ら

し
い
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うの

よ
う
に

見み

え
た
だ
ろ
う
。

　

午ご

後ご

３
時じ

、
君き

み

が
代よ

斉せ
い

唱し
ょ
う、

天て
ん

皇の
う

の
大た

い

礼れ
い

勅ち
ょ
く

語ご

朗ろ
う

読ど
く

の

後あ
と

、
３
時じ

３
０
分ぷ

ん

ち
ょ
う
ど
に
大お

お

隈く
ま

の
音お

ん

頭ど

で
、
日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

国こ
く

で
万ば

ん

歳ざ
い

三さ
ん

唱し
ょ
うが

行お
こ
な

わ
れ
た
。
京

き
ょ
う

都と

で
は
、
師し

団だ
ん

と
第だ

い

二に

艦か
ん

隊た
い

が
百

ひ
ゃ
く

一い
っ

発ぱ
つ

の
礼れ

い

砲ほ
う

を
放は

な

ち
、
全ぜ

ん

市し

の
電で

ん

灯と
う

が
一い

っ

斉せ
い

に
パ
ッ
と
つ

く
、
諸し

ょ

船せ
ん

舶ぱ
く

、
諸し

ょ

工こ
う

場じ
ょ
うの

汽き

笛て
き

が
一い

っ

斉せ
い

に
鳴な

り
出だ

す
、
諸し

ょ

学が
っ

校こ
う

の
学が

く

生せ
い

、
諸し

ょ

会か
い

社し
ゃ

の
執し

つ

務む

中ち
ゅ
うの

人ひ
と

々び
と

が
い
ち
ど
に
立た

ち
上あ

が
っ
て
万ば

ん

歳ざ
い

を
三さ

ん

唱し
ょ
うし

た
。

　
こ
う
し
た
光こ

う

景け
い

が
全ぜ

ん

国こ
く

で
同ど

う

時じ

に
繰く

り
広ひ

ろ

げ
ら
れ
た
。
大お

お

阪さ
か

毎ま
い

日に
ち

新し
ん

聞ぶ
ん

は
「
国く

に

と
言い

う
国く

に

の
世よ

に
も
多お

お

け
れ
ど
、
か
く

ば
か
り
上

じ
ょ
う

下げ

心こ
こ
ろを

合あ

わ
せ
て
の
唱

し
ょ
う

和わ

は
あ
ら
じ
と
思お

も

わ
れ
た

り
」
と
報ほ

う

じ
て
い
る
。

　

歴れ
き

史し

学が
く

者し
ゃ

三み

浦う
ら

周ひ
ろ

行ゆ
き

・
京

き
ょ
う

都と

帝て
い

国こ
く

大だ
い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
２
０
世せ

い

紀き

の
初し

ょ

頭と
う

に
お
い
て
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ト
ル
コ
な
ど
の
王お

う

室し
つ

帝て
い

室し
つ

が
崩ほ

う

壊か
い

し
た
の
に
対た

い

し
て
、「
独ひ

と

り

わ
が
皇こ

う

室し
つ

の
日ひ

増ま

し
に
隆

り
ゅ
う

昌し
ょ
うを

加く
わ

え
さ
せ
ら
れ
る
る
は
決け

っ

し
て

偶ぐ
う

然ぜ
ん

で
は
あ
る
ま
い
」
と
し
、
そ
の
原げ

ん

因い
ん

と
し
て
「
皇こ

う

室し
つ

と
国こ

く

民み
ん

と
の
間あ

い
だが

い
っ
そ
う
接せ

っ

近き
ん

し
た
事こ

と

」
を
挙あ

げ
て
い
る
。

　

大た
い

礼れ
い

で
は
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

の
公こ

う

使し

が
参さ

ん

列れ
つ

し
た
が
、
こ
れ
も
我わ

が
国く

に

史し

上じ
ょ
う

初は
じ

め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大お

お

隈く
ま

首し
ゅ

相し
ょ
うは

「
今こ

ん

回か
い

の
如ご

と

く
全ぜ

ん

世せ

界か
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

が
も
れ
な
く
集あ

つ

ま
っ
た
と
言い

う
事こ

と

は
実じ

つ

に
世せ

界か
い

の
偉い

観か
ん

で
、
我わ

が
国く

に

で
は
空く

う

前ぜ
ん

の
こ
と
で
あ
る
が
、

東と
う

洋よ
う

で
も
ま
た
未み

曾ぞ

有う

の
盛せ

い

儀ぎ

」
と
評ひ

ょ
うし

て
い
る
。

　

大た
い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

の
登と

う

場じ
ょ
うは

欧お
う

米べ
い

か
ら
も
歓か

ん

迎げ
い

さ
れ
た
。『
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
は
１
ペ
ー
ジ
全ぜ

ん

面め
ん

を
使つ

か

っ
て
大た

い

正し
ょ
う

天て
ん

内う
ち

に
「
皇こ

う

室し
つ

と
人じ

ん

民み
ん

の
接せ

っ

近き
ん

」
を
図は

か

ら
れ
、

外そ
と

に
は
「
平へ

い

和わ

大た
い

国こ
く

日に
っ

本ぽ
ん

」
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
体た

い

現げ
ん

さ
れ
た
大た

い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

。

６
．「
上じ

ょ
う

下げ

心こ
こ
ろ

を
合あ

わ
せ
て
の

         

唱し
ょ
う

和わ

」

５
．
家か

庭て
い

生せ
い

活か
つ

で
も

       

２
０
世せ

い

紀き

日に

本ほ
ん

の
象し

ょ
う

徴ち
ょ
う

７
．「
全ぜ

ん

世せ

界か
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

が

         

も
れ
な
く
集あ

つ

ま
っ
た
」

皇の
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
、「
嘉よ

し

仁ひ
と

は
日に

本ほ
ん

の
近き

ん

代だ
い

的て
き

精せ
い

神し
ん

に
完か

ん

璧ぺ
き

に
合が

っ

致ち

し
、
い
ろ
い
ろ
な
意い

味み

に
お
い
て
も
父ち

ち

宮み
や

に
は
達た

っ

し
な
か
っ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風ふ

う

習し
ゅ
うに

染そ

め
ら
れ
て
い
る
」
と
評ひ

ょ
う

し
、
そ
の
例れ

い

と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式し

き

の
東と

う

宮ぐ
う

御ご

所し
ょ

、
洋よ

う

装そ
う

好ご
の

み
、
一い

っ

夫ぷ

一い
っ

婦ぷ

制せ
い

、
節さ

だ

子こ

皇こ
う

后ご
う

の
テ
ニ
ス
好ず

き
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
公こ

う

使し

が
来ら

い

日に
ち

し
た
際さ

い

に
は
、
会か

い

食し
ょ
くの

席せ
き

で
皇こ

う

太た
い

子し

が
長

ち
ょ
う

時じ

間か
ん

フ
ラ
ン
ス
語ご

で
会か

い

話わ

し
、
公こ

う

使し

や
他た

の
列れ

っ

国こ
く

の

使し

臣し
ん

を
感か

ん

激げ
き

さ
せ
た
と
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
る
［
２
，　
ｐ
２
５
］。

明め
い

治じ

天て
ん

皇の
う

の
御ご

大た
い

葬そ
う

で
来ら

い

日に
ち

し
た
ア
メ
リ
カ
の
国こ

く

務む

長ち
ょ
う

官か
ん

を

歓か
ん

迎げ
い

し
た
際さ

い

も
、「
陛へ

い

下か

は
ア
メ
リ
カ
の
長

ち
ょ
う

老ろ
う

と
親し

た

し
く
話は

な

し
、

両り
ょ
う

国こ
く

間か
ん

の
親し

ん

密み
つ

な
関か

ん

係け
い

に
ふ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
深ふ

か

い
知ち

識し
き

を
示し

め

し
た
」
と
、『
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

は
報ほ

う

じ
た
［
３
，　
ｐ
８
４
］。

　

欧お
う

米べ
い

か
ら
の
賓ひ

ん

客き
ゃ
くと

親し
た

し
く
交こ

う

際さ
い

す
る
日に

本ほ
ん

の
元げ

ん

首し
ゅ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
第だ

い

１
次じ

大た
い

戦せ
ん

後ご

、
世せ

界か
い

の
五ご

大だ
い

国こ
く

の
一ひ

と
つ
と
な
っ
た
２
０
世せ

い

紀き

日に

本ほ
ん

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。
皇こ

う

室し
つ

史し

上じ
ょ
う

初は
じ

め
て
、
裕ひ

ろ

仁ひ
と

皇こ
う

太た
い

子し

を
欧お

う

州し
ゅ
う

歴れ
き

訪ほ
う

に
送お

く

り
出だ

し
て
欧お

う

州し
ゅ
う

各か
っ

国こ
く

か
ら
大だ

い

歓か
ん

迎げ
い

を
受う

け
た
こ
と
も
、

こ
れ
に
華は

な

を
添そ

え
た
。

　

１
９
１
４
（
大た

い

正し
ょ
う３

）
年ね

ん

か
ら
１
９
１
８
（
大た

い

正し
ょ
う７

）
年ね

ん

ま
で
続つ

づ

い
た
第だ

い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

は
９
０
０
万ま

ん

人に
ん

も
の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

を
出だ

し
た
。
そ
の
反は

ん

省せ
い

か
ら
平へ

い

和わ

へ
の
希き

求き
ゅ
うが

強つ
よ

ま
り
、
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

が
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
、
軍ぐ

ん

縮し
ゅ
くが

進す
す

め
ら
れ
た
。
そ
の
国こ

く

際さ
い

的て
き

リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
た
五ご

大だ
い

国こ
く

の
一ひ

とつ
が
日に

本ほ
ん

で
あ
っ
た
。

　

原は
ら

敬た
か
し

首し
ゅ

相し
ょ
うは

パ
リ
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

に
お
い
て
「
帝て

い

国こ
く

は
５
大た

い

国こ
く

の
一ひ

と
つと

し
て
世せ

界か
い

平へ
い

和わ

の
回か

い

復ふ
く

に
向む

か
っ
て
努ど

力り
ょ
くす

る
を
得え

た

り
。
こ
こ
に
お
い
て
帝て

い

国こ
く

の
位い

置ち

一い
っ

層そ
う

重お
も

さ
を
加く

わ

ふ
る
と
共と

も

に
、

世せ

界か
い

に
対た

い

す
る
帝て

い

国こ
く

の
責せ

き

任に
ん

ま
た
ま
す
ま
す
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
る
を
致い

た

せ
り
」
と
高た

か

ら
か
に
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。

（３） ２０１７年第４８０１号 	 ７月	２２日	（土曜日）

米べ
い

先せ
ん

進し
ん

国こ
く

に
伍ご

し
て
い
く
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

の
あ
り
方か

た

を
希き

求き
ゅ
うし

た

が
、
大た

い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

の
「
平へ

い

和わ

克こ
く

復ふ
く

の
大た

い

詔し
ょ
う」

で
は
世せ

界か
い

平へ
い

和わ

を
担に

な

う
５
大た

い

国こ
く

の
一い

ち

員い
ん

と
し
て
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

の
責せ

き

務む

を
謳う

た

っ

て
い
る
。
こ
の
「
平へ

い

和わ

大た
い

国こ
く

日に
っ

本ぽ
ん

」
こ
そ
「
劇げ

き

的て
き

に
新あ

た
ら

し

い
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
あ
っ
た
。

　
日に

本ほ
ん

が
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

・
外が

い

交こ
う

に
お
い
て
中

ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

な
地ち

位い

を

占し

め
る
よ
う
に
な
れ
た
の
は
、
武ぶ

力り
ょ
くや

経け
い

済ざ
い

力り
ょ
くだ

け
で
は

な
い
。
世せ

界か
い

平へ
い

和わ

を
希き

求き
ゅ
うす

る
国こ

く

際さ
い

的て
き

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発は

っ

揮き

し
た
国く

に

で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

そ
の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うが

切せ
つ

実じ
つ

に
平へ

い

和わ

を
希き

求き
ゅ
うさ

れ
た
大た

い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

で

あ
っ
た
。

　

大た
い

正し
ょ
う

時じ

代だ
い

の
「
平へ

い

和わ

大た
い

国こ
く

日に
っ

本ぽ
ん

」
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
そ

れ
を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うさ

れ
た
大た

い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

の
事じ

績せ
き

は
、
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

後ご

、
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
全す

べ

て
を
悪あ

く

と
す
る
自じ

虐ぎ
ゃ
く

史し

観か
ん

に
よ
っ
て
覆お

お

い

隠か
く

さ
れ
た
。
し
か
し
現げ

ん

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

が
「
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

調ち
ょ
うに

基も
と

づ
く
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

平へ
い

和わ

主し
ゅ

義ぎ

」
を
求も

と

め
る
の
で
あ
れ
ば
、
す

で
に
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
大た

い

正し
ょ
う

日に

本ほ
ん

に
よ
っ
て
示し

め

さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

８
．
大た

い

正し
ょ
う天て
ん

皇の
う

の
象し

ょ
う徴
 
　
ち
ょ
うさ
れ
た 

        「
平へ

い

和わ

大た
い

国こ
く

日に
っ

本ぽ
ん

」
の
ビ
ジ
ョ
ン

人
じ ん

物
ぶ つ

探
た ん

訪
ぼ う

４
．「
２
０
世せ

い

紀き

日に

本ほ
ん

の
          

最さ
い

大だ
い

の
シ
ン
ボ
ル
」

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．　

産さ
ん

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

、
Ｈ

２
９
．
５
．
２
８
「
安あ

倍べ

晋し
ん

三ぞ
う

首し
ゅ

相し
ょ
う、

マ
ル
タ
の
日に

本ほ
ん

海か
い

軍ぐ
ん

戦せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

墓ぼ

地ち

で
献け

ん

花か

」

２
．　

原は
ら

武た
け

史し

『
大た

い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

』、
朝あ

さ

日ひ

文ぶ
ん

庫こ

（
Ｋ
ｉ
ｎ

ｄ
ｌ
ｅ
版は

ん

）、
Ｈ
２
７

３
．　
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
Ｒ
．　

デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
『
大た

い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

─
一い

ち

躍や
く

五ご

大だ
い

洲し
ゅ
うを

雄ゆ
う

飛ひ

す
』、

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書し

ょ

房ぼ
う

　

国こ
く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

の
発ほ

っ

足そ
く

と
同ど

う

時じ

に
、
大た

い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

は
「
世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

に
就つ

い
て
平へ

い

和わ

克こ
く

復ふ
く

の
大た

い

詔し
ょ
う」

を
発は

っ

せ
ら
れ
た
。

　
「
平へ

い

和わ

全ま
っ
たく

復ふ
く

す
る
に
至い

た

り
た
る
は
、
朕ち

ん

の
甚は

な
は

だ
懌

よ
ろ
こ

ぶ
所と

こ
ろ

な
り
」
と
平へ

い

和わ

の
回か

い

復ふ
く

を
喜よ

ろ
こ

ば
れ
つ
つ
、
平へ

い

和わ

協
き
ょ
う

定て
い

の
成せ

い

立り
つ

と
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

の
創そ

う

設せ
つ

を
「
朕ち

ん

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

實じ
つ

に
欣き

ん

幸こ
う

と
す
る
所と

こ
ろ

な
る
と
共と

も

に
、
又ま

た

、
今こ

ん

後ご

國こ
っ

家か

負ふ

荷か

の
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
る
を
」
感か

ん

じ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
日に

本ほ
ん

の
世せ

界か
い

平へ
い

和わ

に
対た

い

す
る
責せ

き

務む

の
重お

も

さ
を
説と

か
れ
た
。

　

そ
の
う
え
で
「
萬ば

ん

國こ
く

の
公こ

う

是ぜ

」
に
従し

た
がい

、「
聯れ

ん

盟め
い

平へ
い

和わ

の
實じ

つ

」
を
あ
げ
る
こ
と
を
国こ

く

民み
ん

に
求も

と

め
た
。
Ｆ
・
Ｒ
・

デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
は
こ
の
大た

い

詔し
ょ
うに

つ
い
て
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
て

い
る

　
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
ご
誓せ

い

文も
ん

と
同お

な

じ
く
、
平へ

い

和わ

克こ
く

復ふ
く

の
大た

い

詔し
ょ
うは

国こ
く

民み
ん

の
あ
ら
ゆ
る
面め

ん

に
影え

い

響き
ょ
うす
る
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

な
改か

い

革か
く

の
公こ

う

式し
き

な
声せ

い

明め
い

文ぶ
ん

と
し
て
読よ

む
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
も
っ
と
も
根こ

ん

本ぽ
ん

に
は
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
ご
誓せ

い

文も
ん

と
同ど

う

様よ
う

、
世せ

界か
い

に
お
け
る
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

の
位い

置ち

に
つ
い
て
劇げ

き

的て
き

に
新あ

た
ら
し
い

ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。［
３
，　
ｐ
１
３
３
］

　

明め
い

治じ

天て
ん

皇の
う

の
「
五ご

箇か

条じ
ょ
うの

ご
誓せ

い

文も
ん

」
で
は
「
天て

ん

地ち

の

公こ
う

道ど
う

に
基も

と

づ
く
べ
し
」「
知ち

識し
き

を
世せ

界か
い

に
求も

と

め
」
と
欧お

う
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Fatores 

“O último relatório do 
banco central japonês 
afirma que a situação 
econômica está melho-
rando em quase todas 
as regiões. Em minha 
opinião, isso indica que 
as pessoas começaram 
a sentir que a economia 
está se recuperando. 
A população começa 
a sentir melhoras na 
economia não quando 
a taxa de crescimento 
econômico é elevada, 
mas sim quando a recu-
peração se espalha por 
amplas áreas desde re-
sultados de lucros em-
presariais a gastos pelo 
consumidor.
Um dos fatores por trás 
do sentimento de que 
a economia está se re-
cuperando é a melhora 
nas condições de em-
prego em todo o Japão 
causada pela grande es-
cassez de mão de obra. 
Em Kyushu e Tohoku, 
regiões atingidas por 
tufões e inundações, 
houve um aumento no 
número de medidas 
para fortalecer as eco-
nomias e obras públi-
cas locais. Isso também 
ajudou a criar mais tra-
balhos.
Lucros corporativos 

Coreia do Norte pode estar 
preparando novo teste 
de lançamento de míssil 
balístico intercontinental

Na terça-feira da semana passada, o Banco do Japão 
publicou seu Relatório da Economia Regional para 
julho. No documento trimestral, que avalia a situa-
ção econômica baseando-se em diversas fontes de 
dados e informações, as autoridades revisaram para 
cima sua avaliação da economia em 5 das 9 regiões 
do país. No comentário de hoje, Hideo Kumano, eco-
nomista-chefe do Instituto de Pesquisas Dai-Ichi Life, 
fala dos fatores por detrás da robustez da economia 
japonesa.

cresceram 25% em re-
lação ao nível mais alto 
registrado antes da cri-
se financeira global de 
2008. Mas a confiança 
na economia não au-
menta somente quando 
as empresas têm lu-
cros. Agora, a situação 
empregatícia está me-
lhorando. Acredito que 
este é um dos principais 
fatores que levaram o 
Banco do Japão a revi-
sar para cima sua ava-
liação da economia.
Ao olharmos para as 
taxas de câmbio, que 
causam grande impacto 
nas empresas japone-
sas, verificamos que o 
dólar tem se mantido 
no patamar de cerca de 
110 ienes, sem subir 
para até 120 ienes ou 
cair abaixo do nível de 
100 ienes. Taxas cam-
biais estáveis evitam 
flutuações dos preços e 
ajudam a aumentar os 
gastos do consumidor. 
Por tal razão, acho que 
isso contribuiu para a 
melhora da situação 
econômica em áreas 
mais amplas.
Porém, é difícil dizer se 
a recente recuperação 
da economia irá tirar o 
Japão da deflação em 

termos reais e ajudar o 
país a alcançar sua meta 
de inflação de 2%. Isso 
porque essa recupera-
ção tem sido causada 
não apenas por fatores 
domésticos, mas tam-
bém por fatores econô-
micos internacionais.
A economia dos Es-
tados Unidos tem se 
expandido por um lon-
go período, mas isso 
também significa que 
tal fase de crescimento 
provavelmente chega-
rá ao fim em breve. Se 
houver preocupação 
quanto à economia, o 
iene pode voltar a se 
fortalecer em relação 
ao dólar.
É bom ressaltar, em 
particular, que os for-
muladores de políticas 
do Federal Reserve, 
banco central ameri-
cano, devem aumentar 
sua principal taxa de 
juros mais uma vez este 
ano. É importante para 
o Japão se tal política 
levará ou não a uma de-
saceleração da econo-
mia americana, já que 
o país espera que a re-
cente recuperação eco-
nômica o ajude a sair da 
deflação.”

Os Estados Unidos se 
preparam para a possibi-
lidade de um novo lan-
çamento de míssil balís-
tico da Coreia do Norte.
Na quarta-feira, um 
funcionário do governo 
americano declarou à 
NHK que, nos últimos 
dias, foram observadas 
movimentações de equi-
pamento e pessoal vin-
culados a testes de lan-
çamento de mísseis nas 
proximidades de Pyon-
gyang.
O funcionário afirmou 
que tais atividades são 
similares às observadas 
antes do disparo ocorri-

do em 4 de julho - o qual 
o lado norte-coreano 
anunciou ter sido de um 
míssil balístico intercon-
tinental. Segundo análi-
ses, um novo teste de 
lançamento pode ocor-
rer nas próximas duas 
semanas.
No entanto, outro fun-
cionário do governo 
americano disse que é 
difícil afirmar que, a esta 
altura, a Coreia do Norte 
dispararia, de fato, um 
míssil balístico, pois si-
nais de um possível lan-
çamento são evidentes 
em caráter diário.
Já o vice-chefe do Esta-

A ministra da Defesa 
do Japão, Tomomi Ina-
da, negou novamente seu 
envolvimento na suposta 
ocultação dos registros 
de atividades da missão 
de manutenção da paz do 
Japão no Sudão do Sul. 
Ela diz que irá cooperar 
com uma investigação in-
terna sobre as alegações, 
ora em andamento.
Inada falou com a im-
prensa na sexta-feira, 
dois dias após ter sido 
divulgado que ela tinha 
concordado em não tor-
nar público o fato de que 

Ministra da Defesa do Japão nega 
seu envolvimento no escândalo de 
registros da Força de Autodefesa

tais documentos diários 
existiam. Autoridades do 
ministério tinham dito 
anteriormente que os re-
gistros tinham sido des-
cartados.
Os registros haviam sido 
elaborados pelos mem-
bros da manutenção da 
paz da Força Terrestre de 
Autodefesa no Sudão do 
Sul em julho do ano pas-
sado, época em que gran-
des confrontos eclodiram 
no país.
Em resposta aos relatos 
da imprensa, Inada afir-
mou que o ministério 

por detrás da 

Coreia do Norte  20/07/2017

Ocultação dos registros 　21/07/2017

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

robustez econômica 
do-Maior Conjunto dos 
Estados Unidos, Paul 
Selva, declarou em uma 
audiência do Congres-
so, na terça-feira, que 
embora os mísseis nor-
te-coreanos disponham 
da distância, carecem 
da necessária habilidade 
para atingir o território 
americano com algum 
grau de precisão.
Observadores, porém, 
têm afirmado que re-
petidos testes de lança-
mento permitiriam que 
Pyongyang aprimore 
sua tecnologia de mís-
seis balísticos intercon-
tinentais.

mostrou todos os regis-
tros de acordo com sua 
instrução, e que reter ou 
ocultar informações ia 
contra sua política.
Ela negou categorica-
mente que tivesse sido 
informada sobre a exis-
tência dos registros, di-
zendo que se isso fosse o 
caso, ela teria ordenado 
a divulgação sem hesita-
ção.
Ela prometeu cumprir 
suas responsabilidades 
esclarecendo e dando 
toda explicação sobre o 
fato.

do Japão

（５） ２０１７年第４８０１号 	 ７月	２２日	（土曜日）

Comentário　20/07/2017

O príncipe herdeiro do 
Japão, Naruhito, diz que 
irá continuar trabalhando 
com as pessoas em todo 
o mundo para resolver 
vários problemas relacio-
nados à água.
Ele fez este comentário 
em um discurso por ví-
deo em inglês. O vídeo 
foi mostrado na cerimô-
nia de abertura da terceira 
sessão especial da ONU 
sobre água e desastres na 
sede das Nações Unidas 

Príncipe herdeiro do Japão 
faz discurso em conferência 
da ONU sobre água

em Nova York, na quin-
ta-feira.
Ele fez também discursos 
nos dois encontros ante-
riores da conferência.
O príncipe herdeiro se 
referiu a um dique cons-
truído no século 16 por 
Shingen Takeda, um se-
nhor feudal na parte cen-
tral do Japão.
O príncipe herdeiro ex-
plicou que o dique usa 
topografia natural para 
dispersar o fluxo de água 

Príncipe herdeiro 　21/07/2017

para evitar inundações. 
Ele afirmou que as pesso-
as não desafiavam a força 
da água, e sim, aproveita-
vam dela.
Ele disse que o uso de 
tais lições, além da ciên-
cia e tecnologia, irá abrir 
um novo caminho rumo 
ao sonho em comum de 
erradicar a pobreza e 
atingir a estabilidade re-
gional.
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た
皆み

な

様さ
ま

に
感か

ん

謝し
ゃ

し
ま
す
」
と
話は

な

し
、慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

に
深ふ

か

々ぶ
か

と
礼れ

い

を
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

を

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

が
互た

が

い
に
表ひ

ょ
う

彰し
ょ
う

と
記き

念ね
ん

品ひ
ん

の
贈ぞ

う

呈て
い

を
行お

こ

な
っ

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

か
ら
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

員い
ん

１
５

人に
ん

に
感か

ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
う

が
贈お

く

ら
れ
、

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

か
ら
は
司し

会か
い

を
務つ

と

め
る
藤ふ

じ

瀬せ

圭け
い

子こ

さ

ん
に
感か

ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
う

が
贈お

く

ら
れ
た
。

藤ふ
じ

瀬せ

さ
ん
は
第だ

い

一い
っ

回か
い

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

全ぜ
ん

伯ぱ
く

大た
い

会か
い

か
ら
５
０

年ね
ん

間か
ん

司し

会か
い

を
務つ

と

め
て
お
り
、

そ
の
功こ

う

績せ
き

が
称た

た

え
ら
れ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

が
１
６
回か

い

目め

の
来ら

い

伯は
く

と
な
っ
た
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

の
佐さ

さ々

木き

基も
と

晴は
る

民み
ん

謡よ
う

名め
い

人じ
ん

位い

に
は
、
羽は

藤と
う

ジ
ョ
ー
ジ
州し

ゅ
う

議ぎ

員い
ん

か
ら
、
当と

う

地ち

の
民み

ん

謡よ
う

普ふ

及き
ゅ
う

、
向こ

う

上じ
ょ
う

に
大お

お

き

く
貢こ

う

献け
ん

し
た
と
し
て
感か

ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
う

が

贈お
く

ら
れ
た
。

　

海か
い

藤と
う

司つ
か
さ

式し
き

典て
ん

副ふ
く

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

の
閉へ

い

会か
い

の
辞じ

で
、
つ
つ
が
な

く
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

は
終し

ゅ
う
り
ょ
う了
し
た
。

　

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

員い
ん

は
以い

下か

の
１
５
人に

ん

。

佐さ

さ々

木き

基も
と

晴は
る

民み
ん

謡よ
う

名め
い

人じ
ん

位い

、
金か

ね

い
継つ

い
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉う

れ

し
い
」

と
話は

な

し
た
。
ま
た
、
プ
レ
ジ
デ
ン

テ
・
プ
ル
デ
ン
テ
市し

と
ブ
ラ
ジ
リ

ア
で
の
訪ほ

う

問も
ん

公こ
う

演え
ん

に
触ふ

れ
、「
温あ

た
た

か
い
声せ

い

援え
ん

を
受う

け
て
感か

ん

激げ
き

し
た
」

と
述の

べ
た
。
松ま

つ

尾お

文ぶ
ん

協き
ょ
う

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

、

菊き
く

地ち

移い

民み
ん

１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

も
祝し

ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
、
岸き

し

田だ

文ふ
み

雄お

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

、
中な

か

前ま
え

隆た
か

博ひ
ろ

元も
と
ざ
い
せ
い

在
聖
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

の
祝し

ゅ
く

辞じ

が
代だ

い

読ど
く

さ
れ
た
。

　

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

か

ら
栄え

い

誉よ

あ
る
敬け

い

寿じ
ゅ

章し
ょ
う

が

１
６
人に

ん

に
、
協き

ょ
う

会か
い

章し
ょ
う

が

１
３
人に

ん

に
贈お

く

ら
れ
た
。
敬け

い

寿じ
ゅ

章し
ょ
う

授じ
ゅ

章し
ょ
う

者し
ゃ

を
代だ

い

表ひ
ょ
う

し

て
１
０
０
歳さ

い

の
右み

ぎ

田た

守も
り

幸ゆ
き

さ
ん
が
謝し

ゃ

辞じ

を
述の

べ
、

「
立り

っ

派ぱ

な
章し

ょ
う

を
頂い

た
だ

き
大た

い

変へ
ん

光こ
う

栄え
い

。
日に

本ほ
ん

か
ら
来き

子こ

利と
し

夫お

団だ
ん

長ち
ょ
う

、
菊き

く

地ち

淡た
ん

茂し
げ

副ふ
く

団だ
ん

長ち
ょ
う、
小お

田だ

か
つ
よ
さ
ん
、
佃つ

く
だ

光こ
う

堂ど
う

さ
ん
、
清き

よ

野の

明あ
き

子こ

さ
ん
、
福ふ

く

島し
ま

竹ち
く

峰ほ
う

さ
ん
、
野の

田だ

基も
と

詠な
が

さ
ん
、

藪や
ぶ

下し
た

基も
と

藤ふ
じ

さ
ん
、
石い

し

井い

基も
と

開ひ
ら

さ
ん
、
伊い

澤ざ
わ

基も
と

多た

喜き

さ
ん
、
安や

す

田だ

基も
と

誓ち
か

さ
ん
、
佐さ

さ々

木き

淙そ
う

山ざ
ん

さ

ん
、
山や

ま

本も
と

代し
ろ

富と
み

さ
ん
、
石い

し

井い

た

か
子こ

さ
ん
。
式し

き

典て
ん

に
は
清き

よ

野の

さ

ん
以い

外が
い

の
１
４
人に

ん

が
出し

ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

位い

（
９
１
）
＝
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

函は
こ

館だ
て

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う

＝
は
、
今こ

ん

回か
い

が
１
６

回か
い

目め

の
来ら

い

伯は
く

と
な
っ
た
。
当と

う

地ち

で
の
民み

ん

謡よ
う

の
普ふ

及き
ゅ
う

と
指し

導ど
う

に

尽じ
ん

力り
ょ
く

し
、「
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

ブ
ラ
ジ

ル
大た

い

会か
い

」「
江え

差さ
し

追お

分い
わ
け

ブ
ラ
ジ

ル
大た

い

会か
い

」
の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

が
日に

本ほ
ん

の
全ぜ

ん

国こ
く

大た
い

会か
い

に
出し

ゅ
つ
じ
ょ
う場
す
る
き
っ

か
け
を
作つ

く

っ
た
大だ

い

功こ
う

労ろ
う

者し
ゃ

だ
。

「
ブ
ラ
ジ
ル
は
第だ

い

二に

の
故ふ

る

郷さ
と

」

佐さ

々さ

木き

名め
い

人じ
ん

位い

の
貢こ

う

献け
ん

振ふ

り
返か

え

る

　

佐さ

さ々

木き

氏し

の
初は

つ

来ら
い

伯は
く

は
な
ん

と
４
１
年ね

ん

前ま
え

の
１
９
７
６
年ね

ん

、

日に

本ほ
ん

の
歌か

手し
ゅ

を
招ま

ね

い
て
開か

い

催さ
い

し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
だ
っ

た
。
公こ

う

演え
ん

は
２
、３
回か

い

と
続つ

づ

け

ら
れ
、
成せ

い

功こ
う

を
収お

さ

め
た
。
７
７

年ね
ん

に
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

文ぶ
ん

化か

勲く
ん

章し
ょ
う

、

７
８
年ね

ん

に
聖せ

い

州し
ゅ
う

サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
大だ

い

学が
く

章し
ょ
う

も
授じ

ゅ

章し
ょ
う

し
た
。

　

佐さ

さ々

木き

氏し

は
初は

じ

め
て
ブ
ラ
ジ

ル
に
来き

た
と
き
の
こ
と
を
「
道み

ち

に

ゴ
ミ
は
落お

ち
て
い
る
し
ホ
ー
ム
レ

ス
は
多お

お

い
し
、
あ
ま
り
い
い
印い

ん

象し
ょ
う

で
は
な
か
っ
た
」
と
振ふ

り
返か

え

る
。

た
だ
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
人ひ

と

は
皆み

な

が

笑え

顔が
お

で
挨あ

い

拶さ
つ

す
る
。
心こ

こ
ろ

が
温あ

た
た

か

い
。
来ら

い

伯は
く

を
繰く

り
返か

え

す
う
ち
に

好す

き
に
な
って
いっ
た
」
と
言い

う
。

　

８
３
年ね

ん

に
は
移い

民み
ん

７
５
周し

ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
、
佐さ

さ々

木き

氏し

を
団だ

ん

長ち
ょ
うに
日に

本ほ
ん

か
ら
使し

節せ
つ

団だ
ん

が
来ら

い

伯は
く

し
、
公こ

う

演え
ん

が
行お

こ

な
わ
れ
た
。
ま

た
聖せ

い

州し
ゅ
う

よ
り
最さ

い

高こ
う

文ぶ
ん

化か

勲く
ん

章し
ょ
う

グ
ラ
ン
ク
ル
ス
章し

ょ
う

を
授じ

ゅ

章し
ょ
う

し
て

い
る
。
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
使し

節せ
つ

団だ
ん

に
よ
る
公こ

う

演え
ん

は
そ
の
後ご

、

８
６
年ね

ん

、
９
２
年ね

ん

、
９
７
年ね

ん

、

０
０
年ね

ん

、
０
２
年ね

ん

、
１
０
年ね

ん

の

計け
い

７
回か

い

に
わ
た
っ
て
実じ

っ

施し

さ
れ

た
。
８
８
年ね

ん

に
は
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

８
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
た
パ

カ
エ
ン
ブ
ー
競き

ょ
う

技ぎ

場じ
ょ
う

で
も
民み

ん

謡よ
う

を
大だ

い

々だ
い

的て
き

に
披ひ

露ろ
う

し
た
。

　

実じ
つ

は
今こ

年と
し

１
月が

つ

に
転て

ん

倒と
う

し
て

腰こ
し

を
打う

っ
た
た
め
、
一い

ち

時じ

は
来ら

い

伯は
く

公こ
う

演え
ん

が
危あ

や

ぶ
ま
れ
た
。だ
が
、

３
カ
月げ

つ

か
け
て
回か

い

復ふ
く

し
、
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
は
、
む
し
ろ
万ば

ん

全ぜ
ん

の
状じ

ょ
う

態た
い

で
臨の

ぞ

ん
だ
。

　
そ
ん
な
気き

合あ
い

の
張は

った
名め

い

人じ
ん

位い

が
ス
ッ
と
し
た
立た

ち
姿す

が
た

で
ス
テ
ー

ジ
に
上あ

が
る
と
、
観か

ん

客き
ゃ
く

席せ
き

の
フ
ァ

ン
か
ら
は
「
待ま

って
い
ま
し
た
！
」

と
の
大だ

い

歓か
ん

声せ
い

が
上あ

が
っ
た
。「
秋あ

き

田た

大だ
い

黒こ
く

舞ま
い

」
な
ど
３
曲き

ょ
く

を
披ひ

露ろ
う

。

他ほ
か

に
も
合が

っ

唱し
ょ
う

や
囃は

や

子し

に
も
参さ

ん

加か

し
、
長な

が

丁ち
ょ
う

場ば

を
唄う

た

い
上あ

げ
た
。

　

公こ
う

演え
ん

後ご

、「
皆み

な

さ
ん
の
顔か

お

が

見み

ら
れ
幸し

あ
わ

せ
。
５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

は

自じ

分ぶ
ん

の
こ
と
の
よ
う
に
嬉う

れ

し
い
」

と
声こ

え

を
弾は

ず

ま
せ
、「
ブ
ラ
ジ
ル

は
私わ

た
し

に
と
っ
て
の
第だ

い

二に

の
故ふ

る

郷さ
と

。

来く

る
度た

び

に
元げ

ん

気き

を
も
ら
え
る
」

と
話は

な

し
た
。「
来ら

い

年ね
ん

、
移い

民み
ん

１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

に
も
う
一い

ち

度ど

来き

た

い
」
と
笑え

顔が
お

を
浮う

か
べ
た
。

た
。
立た

ち
上あ

が
っ
て
踊お

ど

る
人ひ

と

、

座す
わ

っ
た
ま
ま
振ふ

り
付つ

け
を
真ま

似ね

る
人ひ

と

な
ど
、
各お

の

々お
の

賑に
ぎ

や
か
な
雰ふ

ん

囲い

気き

を
楽た

の

し
ん
だ
。

　

福ふ
く

島し
ま

竹ち
く

峰ほ
う

さ
ん
は
、
熊く

ま

本も
と

の

民み
ん

謡よ
う

「
五い

つ

木き

の
子こ

守も
り

唄う
た

」
は
口ぐ

ち

減べ

ら
し
の
た
め
に
子こ

守も
り

奉ぼ
う

公こ
う

に
出だ

さ

れ
た
悲ひ

哀あ
い

を
唄う

た

った
も
の
と
説せ

つ

明め
い

。

情じ
ょ
う感か
ん

が
込こ

め
ら
れ
た
唄う

た

声ご
え

に
、来ら

い

場じ
ょ
う者し
ゃ

は
し
ん
み
り
と
聴き

き
入い

った
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

全ぜ
ん

員い
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

協き
ょ
う

会か
い

の

４
０
人に

ん

が
「
花は

な

笠が
さ

音お
ん

頭ど

」
を
演え

ん

じ
た
。
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

の
メ
ン
バ
ー
が

通つ
う

路ろ

で
音お

ん

頭ど

を
踊お

ど

り
、
会か

い

場じ
ょ
う

全ぜ
ん

佐さ

さ々

木き

氏し

は
「
秋あ

き

田た

大だ
い

黒こ
く

舞ま
い

」

で
９
１
歳さ

い

と
は
思お

も

わ
せ
な
い
唄う

た

声ご
え

を
聞き

か
せ
た
。
会か

い

場じ
ょ
う

か
ら
は

長な
が

年ね
ん

の
フ
ァ
ン
が
声せ

い

援え
ん

を
あ
げ
、

佐さ

さ々

木き

氏し

は
舞ぶ

台た
い

の
上う

え

で
終し

ゅ
う

始し

笑え

顔が
お

だ
っ
た
。

　

ジャ
ケ
ッ
ト
姿す

が
た

で
登と

う

場じ
ょ
う

し
た
石い

し

井い

基も
と

開ひ
ら

さ
ん
は
歌か

謡よ
う

「
イ
ヨ
マ
ン

テ
の
夜よ

る

」
を
熱ね

っ

唱し
ょ
う

。マ
イ
ク
を
必ひ

つ

要よ
う

と
し
な
い
の
で
は
と
思お

も

わ
れ
る

声せ
い

量り
ょ
う

で
、
聞き

く
人ひ

と

を
圧あ

っ

倒と
う

し
た
。

　
「
九き

ゅ
う

州し
ゅ
う

炭た
ん

鉱こ
う

節ぶ
し

」
で
は
小お

田だ

さ
ん
、
佃つ

く
だ

さ
ん
、
野の

田だ

さ
ん
、

福ふ
く

島し
ま

さ
ん
が
唄う

た

い
、
観か

ん

客き
ゃ
く

に

一い
っ

緒し
ょ

に
踊お

ど

る
よ
う
に
呼よ

び
か
け

し
ま
せ
た
。

　

総そ
う

勢ぜ
い

８
０
人に

ん

に
よ
る
「
寄よ

せ

太だ
い

鼓こ

パ
レ
ー
ド
」（
矢や

の野
ナ
イ
ー

ル
代だ

い
ひ
ょ
う表
）で
華は

な

々ば
な

し
く
始は

じ

ま
り
、

第だ
い

一い
ち

部ぶ

と
三さ

ん

部ぶ

で
は
当と

う

地ち

の
団だ

ん

体た
い

が
出し

ゅ
つ

演え
ん

し
、
５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

に
華は

な

を
添そ

え
た
。

　
「
レ
キ
オ
ス
芸げ

い

能の
う

同ど
う

好こ
う

会か
い

エ
イ

サ
ー
太だ

い

鼓こ

」に
よ
る
エ
イ
サ
ー
節ぶ

し

で
は
、
桜さ

く
ら

色い
ろ

の
着き

物も
の

を
ま
と
っ
た

若わ
か

い
踊お

ど

り
手て

が
琉り

ゅ
う
き
ゅ
う球
舞ぶ

踊よ
う

を
披ひ

露ろ
う

。
太た

い

鼓こ

奏そ
う

者し
ゃ

は
大お

お

き
な
掛か

け

声ご
え

を
あ
げ
な
が
ら
、肩か

た

か
ら
か
け

た
琉り

ゅ
う
き
ゅ
う球
太だ

い

鼓こ

を
打う

ち
鳴な

ら
し
た
。

　

パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

ク
リ
チ
ー
バ
市し

か

ら
来き

た
双ふ

た

子ご

、
長は

谷せ

川が
わ

チ
ア
ゴ

幸ゆ
き

雄お

君く
ん

と
ハ
フ
ァ
エ
ル
政せ

い

治じ

君く
ん

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
東と

う

京き
ょ
う

音お
ん

頭ど

」
と
「
ソ
ー
ラ
ン
節ぶ

し

」
を
唄う

た

っ
た
。

司し

会か
い

の
藤ふ

じ

瀬せ

圭け
い

子こ

さ
ん
に
紹し

ょ
う

介か
い

さ
れ
始は

じ

め
は
は
に
か
ん
で
い
た

も
の
の
、
曲き

ょ
く

が
始は

じ

ま
る
と
笑え

顔が
お

を
振ふ

り
ま
き
な
が
ら
、
伸の

び
や

か
な
声こ

え

で
唄う

た

っ
た
。

　

第だ
い

二に

部ぶ

と
四よ

ん

部ぶ

で
は
、
日に

本ほ
ん

か
ら
の
慶け

い

祝し
ゅ
く

使し

節せ
つ

団だ
ん

に
よ
る
民み

ん

謡よ
う

、
歌か

謡よ
う

曲き
ょ
く

が
上じ

ょ
う

演え
ん

さ
れ
た
。

ま
ず
、
佐さ

さ々

木き

基も
と

晴は
る

名め
い

人じ
ん

位い

が
「
民み

ん

謡よ
う

は
心こ

こ
ろ

の
ふ
れ
あ
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
公こ

う

演え
ん

で
き
る
こ
と

が
と
て
も
嬉う

れ

し
い
」
と
話は

な

し
、

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

を
祝し

ゅ
く

し
た
。

　

７
年ね

ん

ぶ
り
の
来ら

い

伯は
く

と
な
る

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
塩し

お

野の

彰あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
創そ

う

立り
つ

５
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
あ
わ
せ
て

「
慶け

い

祝し
ゅ
く

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

親し
ん

善ぜ
ん

公こ
う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
公こ

う

演え
ん

」
を
開か

い

催さ
い

し
た
。
慶け

い

祝し
ゅ
く

使し

節せ
つ

団だ
ん

１
４

人に
ん

に
加く

わ

え
て
当と

う

地ち

団だ
ん

体た
い

な
ど
約や

く

３
０
０
人に

ん

が
出し

ゅ
つ

演え
ん

し
、
日に

本ほ
ん

各か
く

地ち

の
民み

ん

謡よ
う

民み
ん

舞ぶ

で
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

を
楽た

の

記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

、盛せ
い

況き
ょ
う

の
内う

ち

に
閉へ

い

幕ま
く

日に
っ

伯ぱ
く

出し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

は
総そ

う

勢ぜ
い

３
０
０
人に

ん

い
中な

か

、
出し

ゅ
つ

演え
ん

を
快か

い

諾だ
く

し
て
く
れ

た
。
そ
し
て
祭さ

い

典て
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

の
メ
ン
バ
ー
の
皆み

な

さ
ん
。
み
ん
な

の
お
か
げ
で
最さ

い

高こ
う

の
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
う

に
なった
」
と
頭あ

た
ま

を
下さ

げ
た
。

返か
え

っ
た
。

　

花は
な

柳や
ぎ

流り
ゅ
う

金き
ん

竜り
ゅ
う

会か
い

、
藤ふ

じ

間ま

流り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

学が
っ

校こ
う

、
花は

な

柳や
ぎ

流り
ゅ
う

竜り
ゅ
う

千ち

多た

会か
い

、
京き

ょ
う

藤ふ
じ

間ま

流り
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

、
池い

け

芝し
ば

流り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

、
上う

え

田だ

演え
ん

劇げ
き

舞ぶ

踊よ
う

団だ
ん

、
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
傘か

さ

踊お
ど

り
会か

い

、
レ
ジ
ス
ト

ロ
大や

ま

和と

会か
い

、
レ
キ
オ
ス
芸げ

い

能の
う

同ど
う

好こ
う

会か
い

エ
イ
サ
ー
太だ

い

鼓こ

、
赤あ

か

堀ほ
り

雄ゆ
う

三ぞ
う

三し
ゃ

味み

線せ
ん

教き
ょ
う

室し
つ

、
タ
ウ
バ
テ
少し

ょ
う

年ね
ん

少し
ょ
う

女じ
ょ

部ぶ

、
ク
リ
チ
ー
バ
保ほ

存ぞ
ん

少し
ょ
う

年ね
ん

少し
ょ
う

女じ
ょ

部ぶ

、
サ
ン
ミ
ゲ
ル
民み

ん

謡よ
う

愛あ
い

好こ
う

会か
い

、
グ
ル
ー
プ
民み

ん

、
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

会か
い

の
歴れ

き

代だ
い

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

、
ブ
ラ
ジ
ル
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

協き
ょ
う

会か
い

、
司し

会か
い

を
務つ

と

め
た
藤ふ

じ

瀬せ

圭け
い

子こ

さ
ん
な
ど
を
列れ

っ

挙き
ょ

し
た
。

　
こ
れ
ら
出し

ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

は
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

を

含ふ
く

め
て
な
ん
と
約や

く

３
０
０
人に

ん

。
中な

か

に
は
、
聖せ

い

州し
ゅ
う

プ
レ
ジ
デ
ン
テ
・
プ

ル
デ
ン
テ
市し

、
バ
ス
ト
ス
市し

、
パ

ナ
マ
州し

ゅ
う

な
ど
の
遠え

ん

方ぽ
う

か
ら
も
来き

た
ひ
と
も
。
本ほ

ん

公こ
う

演え
ん

に
華は

な

を
添そ

え
た
こ
れ
ら
民み

ん

舞ぶ

団だ
ん

体た
い

に
、「
各か

く

団だ
ん

体た
い

の
先せ

ん

生せ
い

方が
た

は
日に

っ

程て
い

が
厳き

び

し

「
最さ

い

高こ
う

の
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
う

に
」

益ま
す

々ま
す

の
発は

っ

展て
ん

と
次じ

世せ

代だ
い

へ
の
継け

い

承し
ょ
う

を

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
塩し

お

野の

彰あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
う）
の
創そ

う

立り
つ

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
、
１
６

日に
ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

は
１
９
６
８
年ね

ん

に
民み

ん

謡よ
う

指し

導ど
う

者し
ゃ

ら
に
よ
っ
て
発ほ

っ

足そ
く

し
、
半は

ん

世せ
い

紀き

に
渡わ

た

っ
て
協

き
ょ
う

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

、

後こ
う

継け
い

者し
ゃ

の
育い

く

成せ
い

、
大た

い

会か
い

の
開か

い

催さ
い

に
努つ

と

め
て
き
た
。
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

か
ら
の
慶け

い

祝し
ゅ
く

使し

節せ
つ

団だ
ん

（
金か

ね

子こ

利と
し

夫お

団だ
ん

長ち
ょ
う）
や
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

な
ど
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
節ふ

し

目め

を
祝し

ゅ
く

し
た
。

100歳
さい

右
みぎ

田
た

さん敬
けい

寿
じゅ

章
しょう

授
じゅ

章
しょう

体た
い

が
一い

っ

体た
い

と
な
っ
た
。
公こ

う

演え
ん

は

盛せ
い

況き
ょ
う

の
内う

ち

に
閉へ

い

幕ま
く

し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
民み

ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

久く

保ぼ

田た

紀き

世よ

さ
ん
は
１
０
年ね

ん

ほ
ど
前ま

え

に

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

の
佐さ

さ々

木き

名め
い

人じ
ん

位い

か
ら

３
カ
月げ

つ

間か
ん

、
日に

本ほ
ん

で
指し

導ど
う

を
受う

け
た
。「
先せ

ん

生せ
い

の
唄う

た

は
上じ

ょ
う

手ず

な
だ

け
で
な
く
、
心こ

こ
ろ

に
届と

ど

く
。
改あ

ら
た

め

て
勉べ

ん

強き
ょ
う

に
な
っ
た
」
と
話は

な

し
た
。

　

来ら
い

場じ
ょ
う

し
た
民み

ん

謡よ
う

愛あ
い

好こ
う

家か

の

７
０
代だ

い

男だ
ん

性せ
い

は
「
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

は
唄う

た

も
演え

ん

奏そ
う

も
実じ

つ

に
素す

晴ば

ら
し
か
っ

た
」
と
し
、「
自じ

分ぶ
ん

も
大た

い

会か
い

に

出で

る
が
、
ま
る
で
レ
ベ
ル
が
違ち

が

う
」
と
手て

放ば
な

し
に
称し

ょ
う

賛さ
ん

し
た
。

羽
は

藤
とう

州
しゅうぎ

議からの感
かん

謝
しゃ

状
じょう

を受
う

け取
と

る
佐
さ

々
さ

木
き

民
みん

謡
よう

名
めい

人
じん

位
い

挨
あい

拶
さつ

をする塩
しお

野
の

式
しき

典
てん

大
たい

会
かい

委
い

員
いん

長
ちょう

取し
ゅ

材ざ
い

に
応こ
た

え
る
佐さ

さ々

木き

氏し

「
全す

べ

て
皆み

な

さ
ん
の
お
か
げ
」

塩し
お

野の

会か
い

長ち
ょ
う

が
平へ

い

身し
ん

低て
い

頭と
う

で
感か

ん

謝し
ゃ

　

式し
き

典て
ん

に
は
、
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

か
ら
の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

１
４
人に

ん

、
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

県け
ん

連れ
ん

会か
い

長ち
ょ
う

、
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

援え
ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
う

、
松ま

つ

尾お

治お
さ
む

文ぶ
ん

協き
ょ
う

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

移い

民み
ん

１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

、
羽は

藤と
う

ジ
ョ
ー

ジ
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

代だ
い

理り

の
小お

園ぞ
の

江え

オ
リ

ン
ピ
オ
氏し

ら
が
出し

ゅ
っ

席せ
き

。
佐さ

藤と
う

元も
と

宏ひ
ろ

式し
き

典て
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

の
開か

い

会か
い

の

辞じ

に
始は

じ

ま
り
、
先せ

ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

への
黙も

く

祷と
う

、

日に
っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
っ

歌か

の
斉せ

い

唱し
ょ
う

と
続つ

づ

い
た
。

　

塩し
お

野の

式し
き

典て
ん

大た
い

会か
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

は

「
５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
こ
と
を
嬉う

れ

し
く
思お

も

う
」
と
喜よ

ろ
こ

び
の
言こ

と

葉ば

を

寄よ

せ
、「
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
は
民み

ん

謡よ
う

の
普ふ

及き
ゅ
う、
協き

ょ
う

会か
い

の
継け

い

続ぞ
く

に
努ど

力り
ょ
く

し
た
」

と
敬け

い

意い

を
示し

め

し
た
。
ま
た
「
次じ

世せ

代だ
い

への
継け

い

承し
ょ
う

が
大お

お

き
な
課か

題だ
い

」

と
し
、「
民み

ん

謡よ
う

界か
い

が
益ま

す

々ま
す

盛さ
か

ん
に

な
る
と
同ど

う

時じ

に
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

す
る

こ
と
を
目め

指ざ

す
」
と
展て

ん

望ぼ
う

し
た
。

　

金か
ね

子こ

団だ
ん

長ち
ょ
う

は
５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

を
祝し

ゅ
く

し
、「
今こ

ん

後ご

も
民み

ん

謡よ
う

を
末す

え

永な
が

く
歌う

た

　

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

理り

事じ

長ち
ょ
う

代だ
い

理り

の
佐さ

さ々

木き

基も
と

晴は
る

名め
い

人じ
ん

慶
けいしゅくだん

祝団の皆
みな

さん

青
せいしょうねん

少年も公
こうえん

演の成
せいこう

功に大
おお

きく貢
こうけん

献した 琉
りゅきゅうぶどう

球舞踊の上
じょうえい

映。可
かれん

憐な踊
おど

りと迫
はくりょく

力のある太
たいこ

鼓で魅
みりょく

了歌
かようきょく

謡曲「まつり」を熱
ねっしょう

唱する石
いしい

井基
もとひら

開さん

プロの唄
うた

と演
えんそう

奏をじっくり聞
き

ける贅
ぜいたく

沢な公
こうえん

演となった 佐
さ

々
さ

木
き

名
めい

人
じん

位
い

が熟
じゅくれん

練の歌
うたごえ

声を披
ひろう

露 最
さいこうれい

高齢１００歳
さい

の右
みぎた

田さんは会
かいじょう

場に元
げんき

気な声
こえ ひび

響かせた

伯
はく

日
に

本
ほん

民
みん

謡
よう

協
きょう

会
かい

　 周
しゅう

年
ねん

式
しき

典
てん

50 

　

後ご

日じ
つ

来ら
い

社し
ゃ

し
た
塩し

お

野の

会か
い

長ち
ょ
う

は
協き

ょ
う

力り
ょ
く

団だ
ん

体た
い

へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

を
繰く

り

返か
え

し
の
べ
、「
皆み

な

さ
ん
は
わ
ず

か
１
カ
月げ

つ

の
準じ

ゅ
ん

備び

期き

間か
ん

で
最さ

い

高こ
う

の
演え

ん

技ぎ

を
見み

せ
て
く
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
最さ

い

高こ
う

の
ス
テ
ー
ジ

が
実じ

つ

現げ
ん

で
き
た
の
は
、
ひ
と
え

に
皆み

な

さ
ま
の
お
か
げ
」
と
振ふ

り

豪
ごうか

華メンバーによる「九州炭鉱節」
きゅうしゅう たん  こう  ぶし

サ
ン
パ
ウ
ロ
民み

ん

謡よ
う

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

山や
ま

崎ざ
き

也や

寸す

志し

モ
ジ
ダ
ス
ク
ル
ゼ
ス
民み

ん

謡よ
う

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

磯い
そ

田だ

淑ひ
で

代よ

サ
ン
パ
ウ
ロ
民み

ん

謡よ
う

好こ
う
ゆ
う友
会か

い

佐さ

藤と
う

元も
と

宏ひ
ろ

ジ
ャ
カ
レ
イ
民み

ん

謡よ
う

愛あ
い

好こ
う

会か
い

田た

中な
か

武た
け

美み

ア
ル
ジ
ャ
民み

ん

謡よ
う

愛あ
い

好こ
う

会か
い

小こ

室む
ろ
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ

南み
な
みパ

ラ
ナ
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

大お
お

嶋し
ま

裕ゆ
う

一い
ち

イ
タ
ク
ア
民み

ん

謡よ
う

会か
い

沖お
き

野の

清き
よ

人と

サ
ン
ミ
ゲ
ー
ル
民み

ん

謡よ
う

会か
い

森も
り

重し
げ

キ
ク

タ
ウ
バ
テ
民み

ん

謡よ
う

会か
い

海か
い

藤と
う　

司つ
か
さ

マ
リ
ン
ガ
民み

ん

謡よ
う

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

宜ぎ

野の

座ざ

エ
ミ
リ
ア

バ
ス
ト
ス
民み

ん

謡よ
う

会か
い

中な
か

西に
し

智と
も

子こ

楽ら
く

謡よ
う

会か
い

小こ

松ま
つ

久く

仁に

子こ

マ
リ
ン
ガ
民み

ん

謡よ
う

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

宜ぎ

野の

座ざ

エ
ミ
リ
ア

プ･

プ
ル
デ
ン
テA

C
EV
I

民み
ん

謡よ
う

会か
い

上う
え

地ち

ア
ウ
ロ

プ･

プ
ル
デ
ン
テA

C
EA
N

民み
ん

謡よ
う

会か
い

佐さ

野の

ア
ル
ベ
ル
ト  

レ
ジ
ス
ト
ロ
民み

ん

謡よ
う

大や
ま
と
か
い
和
会

山や
ま

口ぐ
ち　

勉つ
と
む

支
し

部
ぶ

名
めい

 ANO XX  –  Nº 4801 SÃO PAULO, SÁBADO, 22 DE JULHO DE 2017 R$ 4,00


	22-07 p1 COR
	22-07 p2
	22-07 p3
	22-07 p4
	22-07 p5
	22-07 p6
	22-07 p7
	22-08 p8 COR

